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 この小説はフィクションです。登場す

る人物、組織、地名、事件、年齢は架空

のものであり、実在する如何なる事象と

も関係はありません。  
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註記：この小説では、固有名詞以外は５年生

までの教育漢字のみを使っています。あくま

でもリーダビリティを考慮したもので、他意

はあります。 

 漢字を制限したために、当て字を多用して

います。 

価値→価直 豪快→号快 親不孝→親不考 

紹介→照会 

興味津々→興味深々 描く→絵書く 伴う→

共なう 違和感→岩感 

 その他多数。 

「暴発」は、文脈によってはバクハツの当て

字の場合もあります。 

主人公は「まだしも」を「まだもし」と「感

ちがい」していたりします。 

重要：作品中では、ロリコンに対する偏見な

ども書かれていますが、当時の「世間常識」

を反映したものです。断じて、筆者の見解で

はありません。 
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街金からの借金 

 

「ネズミーランドってさ、乗物もすごいけど

パレード。あれが、他の遊園地にはないんだ。

まるきり、アニメの世界が日本へ引っこして

きたみたいでさ」 

「ネズミーっていえば、ファニコンのボバイ

も面白いね」 

「ボバイはネズミーじゃないよ」 

 また、今日もネズミーとファニコンでもり

上がってる。どっちも、今年の新規開店。夏

休みに連れてってもらった（カセットを買っ

てもらった）子も多い。けど、新学期になっ

て１０日が過ぎたんだよ。いい加減で別の話

題に移ろうよ。集団登校のときはあまりおし

ゃべりしないのに、集団下校は男子もまざっ

ての歩くいどばた会議だな。 

 おしゃべりに花がさいているうちに、解散

場所の公園に着いた。 

「さようなら、ユウお兄ちゃん」 

「こら、また。お姉ちゃんでしょ。ごめんな
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さい、しなさい」 

 ６年生のリーダーがしかってくれたけど、

あたしは気にしない。いつものことだ。 

「良いよ。車と知らない小父さんに気をつけ

て帰るのよ。また明日ね」 

 とは言ったけど。内心は、ちょっとモヤモ

ヤ。 

 下級生は、あたしのことを「お兄ちゃん」

てよぶ子が多い。かと思えば。 

「お姉様ってよんで良いですか？」なんて告

白してくるませた（何故か）女子もいたりす

る。 

 あたしの名前は浦上
うらがみ

由羽
ゆ う

。耳で聞くだけで

なく字でも、男か女か分かりにくいけど。ち

ゃんとスカートをはいてるんだよ。 

 といっても。同級生の女子からは「パンツ

が見えてるよ」って注意されない日がないく

らいだけど。鉄ぼうだけじゃなく、教室でも

足をとじてすわるのが苦手だし、男子の目の

前でつくえに乗ったりするものな。でも、ス

カートの下からパンツが見えるってのは、女

の子の証固だよ――というのは、置いといて。 

 つくえに乗ったのは、オテンバじゃないよ。

セミが迷いこんで来たから、つかまえてにが



- 5 - 

 

してやったんだ。男子ったら、輪ゴムの指鉄

ぽうで「対空しゃげき」なんていじめてたか

ら。義を見てせざるは勇無きだろ。 

 だいたい。スカートじゃなくて半ズボンを

はいてたって、あたしはちゃんと女の子に見

えるはず。ぼつぼつ、オッパイもふくらんで

きてるし、かみの毛はちゃんとかたまでとど

いてるし、言葉使いだって気をつけてるのに。 

 ケンカで男子を泣かすことはあっても、泣

いたことはないけど。それは……エヘヘと笑

ってごまかす。 

 公園から家までは五分。 

 あたしはお財布から家のカギを出して。ど

うかしまってますようにと……あーあ、開い

てた。パパは、お仕事をさがしもせずに……

どうか、真っ昼間からお酒なんか飲んでいま

せんように。 

 ２年前にママがなくなってから、パパはフ

ヌケになってしまった。あたしだって、四十

九日が明けたら、天国と仏団から見てるママ

を悲しませないようにと、がんばってきたの

に。 

 パパったら、パチンコに現実とうひして、

負けを取りもどすんだと言って、競馬に何万
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円って注ぎこんで、自転車もモーターボート

も。なんで、平日の昼間に開さいしてるのか

な。会社をサボってまで。とうとうクビにな

っちゃった。それでも、すぐにビンボウにな

ったわけじゃない。どころか、マイホームの

ローンをくり上げて返し終わってる。 

 それは、ものすごく皮肉なことに、ママの

おかげだった。ママはトラックにはねられて

死んだ。運送会社からばいしょう金がもらえ

たし、生命保険もあった。 

 何億円、何兆円もらったって、ママは帰っ

て来ない。あたしたちの悲しみはうまらない。

そして、そのお金のせいで、パパはフヌケに

なった。 

「ただいま。パパ、いるの？」 

 げん関からリビングへ直行して。 

「…………？？」 

 パパは、いた。ソファーセットの１人用の

イスに、しょぼんとすわってた。 

 向かい側の３人用の長イスには、どっかの

プロ野球チームのユニフォームみたいな、は

でなタテジマのスーツを着た……あたしにだ

って、カタギじゃないとひと目で分かる小父

さんがふんぞり返ってる。そのソファーの両
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側に、皮ジャンのチンピラぽい人が立ってい

る。子分なのかな。ボディガードなのかな。 

「おい、浦上よ」 

 タテジマスーツの小父さんが、パパに向か

ってあごをしゃくった。 

 パパは、あたしに向き直って。 

「由羽……すまない」 

 いきなりパパに謝られても、何の事か分か

らないよ。 

 パパが言葉につまっていると、タテジマス

ーツの小父さんがあたしに向かって話しかけ

てきた。 

「きみのお父さんはね、うちの会社――ヤハ

ギ・ファイナンスにざっと５００万円の借金

があってね」 

 ヤハギって、聞いたことある。ていうか、

この街の人ならだれでも知っている。ヤクザ

屋さんだ。 

 タテジマスーツの小父さん、ああめんどく

さい。両側が子分ぽいから、きっとこの人は

親分だ。その親分が、とんでもないことを言

った。 

「借金を返せないって言うから、この家を引

きわたしてもらってチャラにするんだよ。む
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ずかしい言葉で言うと、タンポケンの行使だ。

きみたち親子には、３日以内に立ち退いても

らいたいんだよ」 

「…………？！？」 

 クリビッテンギョーだなんて、バカ言って

る場合じゃない。 

 このクソバカ親父。 

 そうか。ママの生命保険もばいしょう金も、

とっくに使いこんで。また負けたとかわめい

て酒食らってて。それでも給食費とかはきち

んとおさめてくれてたし、電気もガスも水道

もテレビも電話も止まってないのは……借金

だったんだ。 

 だけど、５００万円って、あたしなんかに

は想像もつかない金額（お小使いの５千か月

分……４００年分以上！）だけど。家のロー

ンのくり上げ返さいは１千万円だったと、パ

パが言ってた。 

「この家の価直は５００万円より、ずっと高

いはずです。チャラにするなんて、サギじゃ 

ないですか」 

 親分がほほ笑んだ……んじゃなくて、苦笑

かな。 

「なるほど。こいつは、おまえなんかの手に
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は負えそうにねえな」 

 パパに声をかけてから、またあたしに向か

って話す。 

「たしかに、この家の査定額は１千５００万

円くらいだ。だけど、そのねだんですぐに売

れるわけじゃない。ところが、５００万円の

返さい期限は今日なんだよ。スーパーでも、

売れ残りは半額にするだろ。それと同じこと

さ」 

 なんて言われても、なっとくできっこない。

半額どころか３分の１じゃないの。ううん、

金額の問題じゃない。 

 あたしは、この家で生まれて、この家で育

った。パパ（は、どうでも良い）とママとの

思い出がいっぱいつまった、たったひとつの

家。それだけじゃない。この家は、ママの命

と引き代えたようなもの。ママそのものだよ。 

 追い出されるなんて、絶っっっっっ対にイ

ヤだ。 

 これからは、パパが心を入れ代えて、うん

と働いて……なんて、期待できない。 

「お願いです。４年待ってください。働ける

ようになったら、あたしがお金を返します。

今からでもアルバイトを見つけて、少しでも
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返していきます」 

 親分はだまって電たくをテーブルの上に置

いた。 

「５００万に年利の２９.２パーセントをか

けて、１２か月でわると……」 

 １２１６６６.６６６ 

「毎月の利子が１２万円。サラリーマンの初

任給と同じくらいだね」 

 つまり。あたしがいくらがんばっても、お

給料を全部わたしても、利子にしかならない

ってことだ。 

「そうだ。パパに仕事をさせてください。マ

グロ漁船とか山おくのダム工事とか、お金を

使えなくて、お給料の高い仕事があるんでし

ょ」 

 ヤクザ屋さんなら、そういう所に人を送り

こむ商売もしてるはず。 

「由羽、おまえ……なんて、ことを？！」 

 ぶわはははと、親分が号快に笑った。笑い

が止まらなくて、目をこすったりしてる。 

「なんとも、親不考なムスメさんだな。こい

つは、もう４０を過ぎている。中年ホワイト

カラーに、ドカタは務まらねえよ」 

 さて、そこで――と、親分が笑いを引っこ
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めて、あたしの目を真正面からのぞきこんだ。 

「おまえ、明日からでもアルバイトをする気

はあるか？」 

「はい。でも……毎月の利子だけでも１２万

円なんて、とても無理です」 

 新聞配達って、いくらもらえるんだろ。き

っ茶店のウェイトレスとかは、学校があるか

ら無理だし。 

「たった１日で１００万になるアルバイトを

照会してやるよ」 

 ひゃ、１００万円……？！ 

 そんな美味しい話があるもんかと思って。

すぐに、Ｈな方面だと思い当たった。トルコ

ぶろとか、ピンクサロンだな。だけど、ああ

いうのは色気のあるボンキュッボンのお姉さ

んだよ。あたしみたいなガキには、パパのマ

グロ漁船以上に無理だろ。 

「しかも、ビデオの女優としてデビューでき

るぞ」 

 あ、分かった。ロマンポルノってやつだ。

Ｈなビデオだ。でも、あれだって、色気のあ

るボンキュッボンのお姉さんだろ。 

「由羽、たのむ。この小父さんの世話してく

れるビデオに出演してくれ」 
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 泣きそうな顔で、パパにお願いされてしま

った。 

 こんなしょうもない父親の願いなんて聞い

てやりたくもないけど。でも、家を取られる

のは、もっとイヤだ。１００万円なら、５回

出演したらチャラになるのか。 

「でも……Ｈなビデオに出演してるなんて、

同級生にも先生にも知られたくないし……」 

 きっぱりと断われない。気持ちがゆらいで

る。 

 ドラマの演技なんてできるかなという心配

は、さておいても。Ｈなビデオなんだから、

ハダカもさつえいされるんだろうけれど、見

られたって減るもんじゃなし。はずかしいの

をガマンすれば、この家を取られずにすむ。 

「それは、だいじょうぶだ」 

 親分が自信満々に受け合ってくれた。 

「うらビデオだから、ビデオ屋なんかには出

回らないよ」 

 それなら安心かな。 

「分かりました。出演します」 

 家を取られたくない一心で、そう返事をし

ちゃったけど。ビデオ屋さんで売らないんだ

ったら、どこで売るんだろう。そんな議問が
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うかんだのは、親分たちが帰った後だった。 

 

 

ロストバージン 

 

 Ｈなビデオに出演することになって。まる

まるイヤってわけでもない。Ｈなことに興味

がないわけでもないから。男子のパンツなん

か見たくもないけど、その中身には興味がな

いこともないこともあるような。杉長
すぎなが

奏斗
かなと

く

んに、ぎゅっとだきしめられたりキスをされ

たりすることを考えると、むねがキュウンと

なって、なぜかオマタがムズムズ……えへん、

えへん。 

 だけど。Ｈなビデオっていっても、ハダカ

をさつえいされるのは知ってるけど、その他

にも何かするのか何をされるのか、実は良く

わかってない。親分に聞いてみたけど。 

「当日になったら分かるぜ。下手に事前の知

識を持たない方が、反応が初々しくて良いん

だな」 

 男子の間ではやってて、先生やＰＴＡから

は目の敵にされてる『まぼろしパンテイ』て
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いうＨなマンガがあるけど。あたしも、実は

ちょろっと読んだことがあるけど、あんなや

つの実写版かな。パンティまでぬいで「おっ

ぴろげ」とか、しなくちゃならないんだろう

か。マンガは後ろ向きだけど、うらビデオっ

てやつは、正面からさつえいされるのかな。

うらなのに表。なんてバカ言ってなくちゃ…

…ううううう、はずかしいよお。なんて思い

ながら、興味深々だったりもする。 

 Ｈなことに興味があるのは、男子の先売特

許じゃない。男子はチンチンが大きくなると

ズボンの上から分かってしまうど、女子はマ

ンマンからちびったってスカートにまではし

みないものね。 

 そして、いよいよ、出演の当日は土曜日。

午後３時から夜までかけてさつえいして、よ

く日はゆっくり休めるようにって、気を使っ

てくれたんだ。 

 家まで親分が自家用車で向かえに来てくれ

た。３ナンバーの黒ぬりベンツ。先日にお共

をしてた皮ジャンの子分のひとりが運転手を

してて、あたしはリアシートの親分の横にチ

ョコンと乗った。 

 パパは父兄として付きそうつもりだったら
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しいけど、あたしが断固キョヒした。Ｈなこ

とをしたりされたりの現場を親に見られるの

は、はずかしいていうか、オマタのおくにム

シズが走るよ。決してちびりはしない。 

「ムスメがつっこまれるところを見たいなん

ざ、キチクだぜい」 

 親分もあたしの味方になってくれた。キチ

クって、なんだろ。ピーチクパーチクは知っ

てるけど。 

「そうだ、まだ自個照会をしてなかったな。

オレは矢作
やはぎ

文親
ふみちか

。これでもヤハギ・ファイナ

ンスの社長なんだよ」 

 あまりにあたしがだまりこくってるから、

気を使ってくれたのかな。 

 だけど。ヤハギ・ファイナンスの社長で、

名字が矢作なら――ヤクザ屋さんの本物の親

分だ。でも、ちっともこわい感じじゃない。

びしっと引きしまった体格でゲジゲジまゆ毛

のホームベースみたいな顔だけど、野球選手

みたいなふんいきなのは、顔のりんかくのせ

いかな。スーツがタテジマなのも関係して

る？ 

 車は街の外へ出て、原っぱにぽつんと建っ

てる西洋のおしろみたいな所へ乗り入れた。
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ここって、アベックがＨな事をするために入

るホテルだ。あたしは、れん愛とかには興味

がない（Ｈには興味がある）けど、それくら

いは常識ってやつだよ。そして、あたしはア

ベックじゃないけど、Ｈなビデオのさつえい

をされるんだから……やだ、今ごろになって、

心ぞうが、バクバクしてきた。 

 車から下りて、目の前のキラキラしたドア

を開けると……部屋をまちがえたんじゃない

のかな。先客のアベックがいた。 

「おつかれ様でッす」 

 アベックの男の方が、親分に向かって直立

不動の最けい礼。運転手をしてた人と同じ皮

ジャン。たしか、この前も家に来てた人だ。

女の人の方は、マット運動ができそうなくら

いに大きいベッドにこしかけて足を組んで、

親分ではなくあたしを……なんか、品定めし

てるみたいな目つきだ。 

「おう。さっそくだが、支度をしてやってく

れ」 

 親分が女の人に、アゴで使うって感じじゃ

なくて、なれなれしく声をかけた。ヤクザに

はオメカケさんが付き物だから、きっとこの

人がそうなんだろう。 
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「それじゃ、ユウちゃんはとりあえずハダカ

になってちょうだい」 

 女の人が、さらっと、すごいことを言った。

オトナの男の人が３人もいる目の前で……そ

うか、Ｈなビデオをさつえいするんだから、

ハダカも当たり前なんだな。 

 だけど。ビデオカメラは、サイドテーブル

の上に（２台も！）投げ出してあって、さつ

えいのふんいきじゃない。 

「どうした。実の父親をタコ部屋に放りこめ

だなんて勇ましいことを言うくせに、自分は

カラキシか？」 

 親分が鼻先で笑った。 

 くそ。ぬげば良いんだろ。母さんの家を守

るためだ、ハダカだろうとおっぴろげだろう

と、何だってやってやるさ。 

 スパパッと、いさぎよくぬいだ。ぬいで…

…くそ、なんできちんとたためないんだよ。

指が言うことを聞いてくれない。 

「かたしといてあげるから、ユウちゃんはこ

れを着てね」 

 女の人が、ベッドの上に下着とブラウスと

ジャンパースカートとブレザーをならべた。 

 なんだ。最初から着変えだと言ってよ。ち
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ょっと安心して、下着を手に取って。 

「……？」 

 これ、パンツじゃない。パンティだ。もの

すごく小さくて、向こうがすけて見える。こ

んなのって、『まぼろしパンティ』だってはい

てないぞ。 

 足を通して引き上げて。上がこしぼねにも

とどかない。無理に引っ張り上げると、オマ

タに食いこんでくる。 

「スキャンティはね、コシではくんじゃない

の。ヒップではくのよ」 

 女の人の言う意味は、すごくわかる。パン

ティの上のふちがヒップの丸みに引っかかっ

て、それでずり落ちないようになってる。 

 でも、こんなのは着ている方が着ていない

よりもはずかしい。黒の下着なんて生まれて

初めて身に着けたけど。はだがすけてる。オ

マタの布も二重になっていないから、ワレメ

までくっきり見えてる。部屋のあちこちに大

きな鏡があるので、自分のエッチなすがたが

写ってはずかしい。 

 下着はもうひとつあって、ブラジャーだ。

あたしには、まだ必要ないのに。 

「着けたことがないの。お姉さんが手伝って
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あげる」 

 女の人があたしの後ろでコシをかがめて、

ブラジャーを着けてくれた。 

 くうう、きつい……。むねがしめ付けられ

る。だけど、意地悪じゃないと分かる。ゆる

ゆるだと、ブラジャーのカップ（は付いてな

いけど）のところが、ブカブカになる、むね

の肉をぎゅうぎゅうにしめ付けると、肉がカ

ップの中ににげこんで、やっとフィットして

……やだ、チクビがすけてる。だけじゃなく

て、真冬におふろに入る前みたいに、固くし

こってる。 

 パンティとブラジャーを着けたら、ハダ着

はなくて、すぐにブラウス。その上からジャ

ンパースカートを着て。最後にニーハイソッ

クス。なんか、ちょっとお姉さんぽくなった

気がする。でもスカートは短くて、全体とし

ては子どもっぽい印象だ。 

「なかなかに可愛いぞ。馬子にも衣しょうっ

てやつだ」 

 親分が茶化す。でも、そのおかげで、さっ

きから続いてた心ぞうのバクバクが静まって

きたかな。 

「では、リハーサル無しの本番だ。ユウちゃ
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んは、何も演技はしなくて良いよ。本当のこ

とをしゃべってくれよ」 

 親分は、そう言ってくれるけど。Ｈなこと

に少し興味があるなんて……質問されなきゃ

答えなくて良いよね。 

「それじゃ、そこへすわって」 

 ベッドのふちの、お姉さんがすわってたあ

たりを指差された。やけにまぶしいと思った

ら、部屋のすみからスタンド式の照明が照ら

している。 

 ちょこんと、こしかけて。何をされるんだ

ろうって、ドギマギしてると。親分が右側に

すわって、あたしのかたをだいた。アベック

のかたわれの男の人と運転手さんとが、それ

ぞれビデオを構えて、正面とななめ横から、

あたしにレンズを向けた。 

「きみの名前と年令を教えてくれるかな？」 

 親分が耳元にささやくような質問。ネコな

で声って、こういうのを言うんだ。 

 こんなさつえいで本名をばらしても良いの

かなと心配だったけど。ビデオ屋さんでは売

られないって言葉を信じて、本当のことを言

った。 

「ということは、もうたん生日は過ぎている
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んだね」 

「はい、九月生まれですから、ついこないだ

です」 

 オトナに囲まれてると、意識しなくてもハ

ダカとは関係なく、言葉使いはきん張する。 

「どうして、ユウちゃんはうらビデオに出演

する気になったんだね？」 

「おやぶ……小父さんが、一番良く知ってる

じゃないですか。パパの借金のカタに家から

出て行け。それがイヤならうらビデオに出演

しろって……」 

「それじゃあ、イヤイヤ出演してるんだね？」 

「はいッ」 

 いきなり、聞かれたくない質問をされて、

反しゃ的に答え過ぎちゃった。 

「それでも、家から追い出されないためには、

何だってするんだね？」 

「……ビルから飛び下りろとかは、イヤです。

でも、この部屋の中でなら、何をされてもガ

マンします」 

 なんかヘリクツぽい返事かな。なんて反省

してるヒマもなかった。 

 いきなりかたをガッチリおさえこまれて、

親分の顔が目の前にせまってきて。 
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「んむううう……」 

 キスをされた。あたしのファーストキス。

こんな小父さんに、うばわれちゃった。 

 どころじゃない。なに、これ……ヌメヌメ

した物がくちびるをわって、歯のすき間から

進入してきた。ベロだ。こういうの、フレン

チキスっていうんだっけ。青いレモンの味が

するキスじゃなくて、エッチで情熱的な、こ

い人同士のするやつ。 

 どこがエッチで、どこが情熱的なんだよ。

口の中で、バカでかい（しかも生温かい）ナ

メクジがはいまわってるみたいだ。イヤだ。

気色悪い。そうか、だから……「何だってす

るんだね」なんてたずねたんだ。あたしった

ら、「何をされてもガマンします」って、約束

しちゃった。 

 息が苦しくなって、口はふさがれてるから

鼻で息をしたら、自分の息が親分の顔に当た

ってはね返ってきた。 

 息を５回したところで、やっと顔をはなし

てくれた。その間に――舌をからませたり、

歯やほっぺの内側をなめたり、好き勝手にさ

れちゃった。口の中のツバをはき出したいけ

ど、それをしちゃ失礼だなと、それくらいは
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弁えてる。 

 ていうか、そんなことをしてるヒマはなか

った。 

 親分は、ますます強くあたしのかたをだい

て、空いてる右手で服の上からオッパイをな

で始めた。他人にさわられるのは初めてだ。 

 ジャンパースカートのむな元に手を差し入

れられて……すごく、くすぐったい。 

「ひゃっ……？！」 

 指がチクビをこすったしゅんかん、電気み

たいなショックがむね全体に走った。 

「あ……いたい」 

 なでるだけじゃなく、ポチを指でつままれ

て、電圧が１００ボルトから１万ボルトには

ね上がった。 

「いたい？ 気持ち良いのまちがいじゃない

かな？ こんなに立っているよ？」 

 クリクリクリクリ……つままれてこすられ

て。１万ボルトが暴れまわる。 

 親分の言葉は、半分くらい当たってるとい

うか……いたいのか気持ち良いのか、分から

なくなってきた。のも、頭がぼうっとしてき

たせいだ。 

「そう言えば、このブラジャーを着けるとき
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から、チクビを立たせていたな。ユウちゃん

はＨな女の子だね」 

 そうか、あたしはＨなんだ。何故か、親分

の言葉がストンと心の中に落ちてきた。 

「あ……？」 

 オッパイから親分の手がはなれて、つい声

が出てしまった。もっといじってよ。 

 親分の手が、あたしのおなかを下へすべっ

ていって……太ももで止まった。 

 スカートの上からなでられて、１００ボル

トくらいの電気と、キスのときの半分くらい

のナメクジとを、同時に感じた。チクビとは

ちがって、いたくはない。 

 親分の手が、だんだん下がって、スカート

のすそから入ってきて。 

「あ……」 

 はだを直にさわられて、また声が出ちゃっ

た。 

 親分の手が、今度は上がってくる。太もも

の内側へすべりこむ。 

「もっと力をぬきなさい」 

 無意識だったけど、ぎゅっと足をしめて、

親分の手がそれ以上はおくまでとどかないよ

うにしてた。でも、耳元にささやかれて、そ
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れに気がついて、力をゆるめた。もっとおく

までさわられたかったからじゃない。何だっ

てしなくちゃ家を取られてしまうからだ。 

 スススッと手がすべって。 

「やだ……！」 

 パンティの中心をつつかれて、オマタに１

０万ボルトくらいのショックがあった。本当

に、ビリビリッて感じた。 

 すごくＨなところをさわられてる。それは

分かってるけど、足をとじられない。にげら

れない。これをガマンすれば、家を取られな

くてすむ……半分は、口実。１０万ボルトは、

実は気持ち良い。ちがうかな。くすぐったい

のと、しびれるのと、ふるえるのとが、ゴッ

チャになったような感じ。そして、チクビの

とき以上に頭がぼうっとしてくる。何も考え

られなくなってくる。 

「それじゃ、ヌギヌギしていこうね」 

 赤ちゃん言葉で話しかけられて。わきのホ

ックを外されて、ジャンパースカートをぬが

された。それから、ブラウス。ママ以外の他

人の手で服をぬがされるなんて、ようち園の

とき以来だ。 

「あっ……」 
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 そうだ、これはさつえいだった。それを思

い出した。でも、だから、どうだっていうん

だ。ハダカだろうと、おっぴろげだろうと、

何だってやると覚ごを決めてたじゃないか。 

 気がついたら、ブラジャーもパンティも全

部ぬがされて、ニーハイだけにされてたんだ

けど。 

「え……また着るの？」 

 何故か、ジャンパースカートをすはだに着

せようとされてる。 

「うん。これは、シンボルってやつだからね」 

 ハダカに学ランとか、ハダカに制服のスカ

ーフだけ。そういったところに、初々しい味

力があるんだってさ。オトナの考えることは、

分からないや。 

「ずいぶんと気持ち良さそうにしてたな。今

度は、オレを気持ち良くしてくれ」 

 親分が服をぬぎ始めた。トレードマークか

って感じのタテジマスーツをぬいで。ネクタ

イはしてなくて。むらさき色のワイシャツを

ぬいで。 

ええっ……かたから背中、それと二のうでに

も、くすんだ青とあざやかな赤の『絵』。イレ

ズミだ。クリカラモンモンてやつだ。 
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 あたしの目線に気づいて、親分がすご味の

ある笑いをうかべた。 

「びびったか？」 

 とっさに、小さいころのことを思い出した。

おふろの修理だっけ。２週間ほど銭湯に通っ

ていた。ある日、知らない小父さんが全身に

お絵書きしてあるのを見て、「あのえ、なんの

え？」ってパパに聞いたら、「しッ」てしから

れて、パパは小父さんに「見事なホリモノで

すね」とかなんとか、お愛想を言ってたっけ。 

「おどろいただけです。ホリモノはヤクザ屋

さんの金カンバンなんでしょ」 

「ほおお。言ってくれるな。そうとも――男

イッピキ、止めてくれるなおっ母さんてやつ

だ」 

 良く分からない。 

「気に入ったか。なんだったら、ユウちゃん

もほってみるか」 

「イヤです！」 

 当たり前じゃない。プール授業どころか体

育の着変えもできなくなる。およめにも行け

ないよ。 

「ははは。正直でよろしい」 

 からかわれたんだ。 
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 親分は上気元でズボンをぬいだ。 

 ええっ……太ももにまでイレズミがあるけ

ど、あたしがおどろいたのは、下着の方。ブ

リーフでもトランクスでもなくて、フンドシ

だ。銭湯なんかで、たまにおじいちゃんが着

けてる、前かけみたいのじゃなくて、真ん中

がブリーフみたいに引きしまってて、両サイ

ドは太いヒモ。じゃなかった。ほどくと、真

ん中の部分もふくめて全体が３０センチはば

の布になった。なんて観察してる場合じゃな

い。 

 親分は、あたしをベッドから下ろして、開

いた足の間にすわらせた。 

 目の前に、オトナのチンチンがデロンとぶ

ら下がっている。マジマジと見つめてしまっ

た。でかい。おさかなソーセージくらい。で

も、ソーセージにしては、くさっているみた

いな色だ。先っぽはソーセージじゃなくて、

カサが開いていないマツタケみたい。ここは

赤味がかってる。カサのふちが、デコボコし

てる。 

「これを、ユウちゃんのお口でしゃぶってく

れるかな」 

 な、なにぬねの……じゃない。なにをおっ
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しゃるウナギさん……でもない。 

「あ、あの……しなくちゃ、ダメですか？」 

「したくないなら、しなくてもかまわんぜ。

うちのわかいもんに、引っこしの荷造りを手

伝わせてやろう」 

 ぐぬぬぬ……ええい、毒をくらわばチンチ

ンまでだ！ 

 あたしは、目の前にぶら下がっているチン

チンを、ひと思いにパクンとくわえた。 

「うぶ……？」 

 なんだよ、これ。口の中で大きくなってく。 

 そうか、さっきのがふだんのサイズで、今

は立ってきてるんだ。 

「かむんじゃないぞ。歯を立てたら、おまえ

のメスチンポを同じ目に合わせてやるからな」 

 ふえ……メスチンポ？ そんなの、聞いた

こともない。ていうか、あたしにチンチンな

んか付いてないってのは、本人が一番良く知

ってる。でも、かまないように気をつけよう。 

 ちょっと落ち着いてきて。口の中のチンチ

ンを味わう（？）余有が生まれた。ちょっと

だけしょっぱい気がするけど、それほどじゃ

ない。舌ざわりというか歯ごたえは、おさか

なソーセージを丸かじりじゃなくて丸なめし
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てる感じ。それよりも、鼻をくすぐるジンジ

ロ毛が、くすぐったい。動物っぽいようなお

日様で温められた草のような海岸に打ち上げ

られた海草のような、ひと言で表わすと男く

さいにおいが……なんでかな。ますます頭を

ぼうっとさせる。 

 オシッコの出るところを口に入れてると思

うと、ゲエしそうになる。これはガマンしな

きゃ、引っこしなんだろうな。 

「くわえているだけではラチが明かんぞ。し

ゃぶれと言ったはずだ」 

 しゃぶるって……チトセあめの親玉をペロ

ペロするみたいで良いのかな。 

 ペロペロアムアムペロペロ…… 

「もっと先の方をしゃぶれ……そうそう、そ

こをキトウという。キトウのうら側に立てス

ジがあるな。そこを横向きになめろ。カサの

まわりは立て方向にぐるりとだ」 

 注文の多い料理店だな。あたしの方が食べ

てるのか。 

 口をすぼめて息をすいこんでくちびるをふ

るわせろだの、のどのおくまでくわえこめだ

の、いろんなことをさせられた。 

 親分にうんと近づいているから、ベッドに
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ひざ頭がつき当たらないよう、足は直角以上

に開いている。その中心をつつかれた。 

「みﾞゃうん……」 

 また、電気が走った。今度はうすいパンテ

ィさえもなくて、マンマンを直ゲキされた。

１０万ボルトじゃなくて、５０万ボルトだ。

だけど、これ……足の指でつつかれてる。す

っごい、クツジョクを感じる。土足（ソック

スだけど）でふみにじられてる。これも「何

をされても」のうちだと思って、文句は言わ

ない。 

 ううう……マンマンの中にまで指が入って

きた。上下にクチュクチュこねくられてる。

クツジョクがはね上がるけど、５０万ボルト

が１００万ボルトをこえる。 

 なんだか……オマタがしびれるというのと

はちがうけど、ジンジンしてくる。おくが熱

くなってくる。ジュンッて、オシッコをちび

ったような感覚があった。 

「こら。下の口にかまけて、上の口がお留守

になっているぞ」 

「みﾞひﾞいﾞっ……」 

 ぐんっとワレメを足の指で持ち上げられる

みたいにされて、１００万ボルトがさらにス
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パークした。 

「しょうがねえな。それじゃ、オレが動かし

てやるよ」 

 がしっと、頭を両手で持たれた。 

「ちっと苦しいだろうが、５００万円の一部

だと思いな」 

 頭を前後にゆすぶられた。チンチンが勝手

に口の中を出入りする。何度も何度ものどの

おくをつかれて、ゲエしそうになる。頭をゆ

すぶられて、目が回ってるのか頭つうがして

るのか。 

「むﾞふﾞうﾞうﾞ、もﾞほﾞおﾞおﾞ……」 

 両手は自由だけど、相手をつきのけようと

はしなかった。オトナの力には敵わないだろ

うけど、それ以前に――ママの家を守るんだ

って、その想いがあたしのテイコウを止めて

いた。 

 せいぜい数分で、親分は許してくれた。 

「ちと、かわいそうだったな。苦あれば楽あ

りだ。今度は天国へ連れてってやる」 

 親分はあたしをだき上げて、ベッドの真ん

中へ放り投げた。 

 マットよりもずっとやわらかくて、全然い

たくなかった。 
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 親分もベッドへ上がって来て。あたしの右

横でアグラすわり。 

「さっきは、ずいぶんと良がっていたな」 

 投げ出されてめくれているスカートの中へ、

いきなり手を入れてきた。ワレメを指で、ス

ウッとなで上げた。 

「ひゃうんっっ……」 

また、１０万ボルト……くらいかな。でも、

ビリビリじゃなくて、マンマンのおくまで電

気が走る。交流じゃなくて直流？ 

「あ……？」 

 マンマンの中まで指がおし入ってきて。オ

シッコの出る所よりもっと下のあたりに、さ

らに指が入ってきた。こんな所にもアナが開

いてた……ピキキッと、そこが引きつれるよ

うないたみが、ちょこっとだけ走った。 

「いたいッ……」 

 いたいってよりもびっくりして、まあ悲鳴

ってほど大げさじゃないけど。 

「これなら、どうかな？」 

 いたかったあたりを、ちょんちょんとつつ

かれた。 

「平気です。でも、くすぐったい」 

「ふん……？」 
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 親分は左手をオッパイ（ていうほどのふく

らみじゃないけど）へのばして、チクビを親

指と人差指でつまんだ。また、１０万ボルト。

これは交流かな。チクビがビリビリふるえる

感じ。 

 親分が残っている３本の指で、ささやかな

ふくらみをくすぐる。くすぐりながら右へ左

へと、チクビを中心に半円を絵書く。交流が

チクビからふくらみ全体へ流れて、親分の手

の動きに合わせてゆれてるような感じ。 

 そうされながらマンマンのおくをこねくら

れると…… 

「あんんっ……」 

 さっきはいたかったところが、すごく気持

ち良くなってきた。なんだか、コシ全体が、

ゾワゾワムズムズする。 

 すっと、指が引きぬかれた。電気もゾワゾ

ワムズムズも消えていく。 

「ああんん……」 

「物ほしげにコシをくねらせてやがる。男勝

りのはねっ返りと思っていたが、なかなかど

うして」 

「もうちょっと追いこんでみたら？ まだ、

クリをかまってやっていないでしょ。もしか
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すると、イクんじゃないの」 

 お姉さんが、何か言ってる。クリとかイク

とか、良く分からない。 

「個人的には、毛も生えてないガキをエクス

達させるのも面白いけどな。かえってウソく

さくて、売物にゃならねえんだよ」 

 あたしの事を言ってるのはわかるけど、後

はチンプンカンプンだよ。 

「そういうわけでな」 

 親分が、あたしの足を大きく開かせて、そ

の間でひざ立ちになった。 

「楽あれば苦ありだ。ちっとばかり、いたい

目に合ってもらうぜ」 

 親分は、あたしのひざを直角に曲げさせた。

ひざの上をつかんで持ち上げた。おしりがベ

ッドからういた。 

 え……なに？ 

 親分がへっぴりごしになって、デスター総

統バンザイみたいになってるチンチンをワレ

メにおしつけてきて……うあああ、中へ入れ

ようとしてる。 

 ワレメよりチンチンの方がでかいんだから、

無理。不可能……じゃない。ワレメを無理矢

理にこじ開けて……キトウがおし入ってきた。 
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 キトウが、あたしの中のおくにつき当たっ

たのが分かった。なのに、まだおしつけてく

る。さっき指を入れられたところに先っぽが

…… 

「いたいっっっ……！」 

 ビキキッと、引きさかれるようなゲキツウ

が走った。反しゃ的にずり上がってにげよう

としたんだろう。つかんだシーツが、ズルッ

とすべった。 

「ガマンしなくていいぞ。まだまだ、いたく

なる」 

 くそお。そんなことを言われたら、ガマン

してやるって反発してしまう。 

 けど、ガマンできるいたみじゃなかった。 

 親分は、ますます上体をおおいかぶせてき

て、チンチンをさらにおしこんでくる。 

 ズグググと、あたしのマンマンのおくの小

さなアナが、おさかなソーセージどころかボ

ンレスハムみたいなチンチンで引きさかれて

いく。じわじわとおくへ入ってくる。 

「いたい、いたい、いたい……やめてよ、許

してよお！」 

 あたしは不覚にもナミダまで流して、わめ

いていた。 
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 親分は、もう、家とか借金のことは口にし

なかった。おこっているのか笑っているのか

分からない複雑な表情で、さらにじわじわと

チンチンをおしこんでくる。マンマンのする

どいゲキツウだけじゃなく、内ぞうがのどへ

向かっておし上げられるみたいな、にぶい気

色悪さも加わった。 

 そうして、あたしのおなかと親分のおなか

とが、くっついた。 

「ふうう。ガタイはチビでもマンコは一人前

だな。ちゃんと根元まで飲みこみやがる」 

 良かった……ちっとも良くないけど。おな

かがぶつかったんだから、この先へは進めな

いよね。ちょっぴり安心したけど。まるきり、

そうじゃなかった。 

「それじゃ、これからが本番だぜ」 

 チンチンがズニュッとぬけていく感覚があ

った。と思ったら、ズグウッと今度は一気に

つき入れられた。 

「きひいっ……！」 

 またゲキツウ。 

 ズニュ、ズグッ、ズニュ、ズグッ……チン

チンが出入りを始めた。そのたびに、ゲキツ

ウが走る。 
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「いたい、いたい……やめてください」 

 いたいけれど、ちゃんとけい語を使えるく

らいには分別がもどってきた。 

 親分には、もどってない。じゃなけりゃ、

こんなガキを泣かしたりはしない。ますます

ぬき差しのピッチを速めて。 

 パンパンパン……かわいた音が、どこから

鳴ってるんだろ？ 

 あたしはあきらめた。うったえたって聞い

てもらえない。いつまで続くか分からないけ

ど、終わるまでガマンするしかないんだ。 

 あたしって、ずいぶんとあまやかされてた

んだなと、不意に思った。これまでは、パパ

はもちろん、上級生だろうと先生だろうと、

ズケズケ物を言ってきた。 

 えい画館で、まわりの人がタバコをすって

るときなんか「禁えんです。やめてください」

なんて注意してたっけ。パパはキョウシュク

してたけど、相手の人はちゃんと注意を聞い

てくれてた。 

 でも、ああいうのって。あたしがチビでガ

キだから。ガキを相手にケンカをしたらオト

ナの面子にかかわるからだったんだ。 

 オトナが本気を出したら……こんなふうに、
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されてしまうんだ。 

 くやしい……というのとも、ちがう。 

 あたしがオトナだったとしても、やっぱり

同じだったんじゃないかな。だって、女だも

の。男の人には勝てっこない。 

 それを分からせられた。 

 同級生の男子とケンカして相手を泣かせて

たのだって……相手が本気になってなかった

んだと気づいた。だって、男子同士のケンカ

って、あたしのときとはハク力がちがう。あ

たしには（あたしもだけど）グウパンチを使

わない。 

「ふう……」 

 親分が動きを止めた。 

 ズヌウウウッと、チンチンがぬき去られた。 

 良かった。終わった……んじゃなかった。 

「ガキの初物とはいえ、シロクロの本番だか

らな。四十八手とは言わねえが、何手かはひ

ろうせんことにゃ、売物にならねえぜ」 

 あたしは四つんばいにさせられた。 

 親分は、あたしの後ろでひざ立ちになって。

両手でコシをつかんで……後ろから、チンチ

ンを入れてきた。 

 あれ？ さっきよりは、いたくない。アナ
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が広がったのか、それとも慣れてきたのかな。

といっても、さっきのがオトナのグウパンチ

だったら、こんどは同級生男子のビンタくら

いのちがい。他の女子なら、どっちにしたっ

て泣くよ。 

 パンパンパンパン。今度は音の出所が分か

った。出し入れされるたびに、あたしのおし

りに親分のおなかが打ち当たって、かわいた

音が鳴るんだ。音につれて、いたみがゆれる。 

 だけど、さっきみたいに何も考えられない

ゲキツウじゃない。だから、さらにあれこれ

考える。 

 今のこの形。犬がやってるやつだ。メス犬

にオス犬が後ろから乗っかって。なんだろう

って観察してると、オトナたちが犬に水をぶ

っかける。 

 あれって、こういうことだったんだ。そし

て、レディースコミックで、男女が重なって

て下半身のあたりが白かったり花でかくされ

ていたり――あれは、さっきの形に似てる。 

 ということは。今、あたしは、親分に、セ

ックスを……されてる？ させられてる？ 

 そういうことだったんだ。 

 言葉は知ってても具体的なイメージが共な
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わなかった、ロストバージン。それが、これ

なんだ！！！ 

 さすがに、これでおよめにいけなくなった

とまでは思わない。でも、クラスメートのだ

れよりも早いのは確実だ。オトコ女だガサツ

だと、これまで言われてきたけど、これで少

しはあたしのことを見直して……言えるわき

ゃないだろ、こんなこと！ 

 ５分かな、１０分かな。さんざんゆすぶら

れてるうちに、ほとんどいたみがなくなって

きた。最初は、出し入れされるたびに、マン

マンの中がきしむみたいな感じだったのが、

だんだんなめらかになってきた。 

 けっこう早くなじむもんだなと、あごを引

いて、出し入れされてるところを、こわいも

の見たさってやつで……うあ？！ ワレメが

血まみれ。ジュポジュポ音を立てて出入りし

ているチンチンも真っ赤。 

 やっぱり、無理だったんだ。小さなマンマ

ンが太いチンチンで引きさかれ……待てよ。 

 生理が始まると血が出るってのは、女子だ

けの保健授業で習ってる。あ、そうだ。ロス

トバージンのときも血が出るって、レディー

スコミックで読んだぞ。思い出した。それだ。 
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 ほっと安心して。それから悲しくなった。 

 だって。初朝があって、それから、今より

もずっとボンキュッボンに成長して。それか

らだろ、ロストバージンは。順序が逆だ。 

 なんか……悲しいよりも、くやしくなって

きた。 

 それもこれも、あのダメバカフヌケのせい

だ。 

 不思議と、親分へのうらみは感じない。あ

たしにこんな非道いことをしてるのに。ママ

の家を取り上げないでいてくれるせいかな。 

 でも、そのためには……こんな、いたくて、

はずかしいことを、まだ何回もしなくちゃな

らないんだろうな。 

 不意に、チンチンが引きぬかれた。 

 バチイン！ 

 おしりをひっぱたかれた。 

「きゃあっ……？！」 

 おどろいて悲鳴を上げたけれど、いたくは

なかった――といえばウソになるけど。ロス

トバージンの大ゲキツウに比べたら、らん暴

になでられたくらいでしかない。 

「何をぼけっとしてる。気合を入れて……」 

 あたしをしかりかけて、親分は言葉につま
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った。 

「まあ……気合を入れて犯されろってえのも

変な話だし。良がられても絵にならねえし。

泣きさけんでくれねえのは、オレの努力不足

か」 

 何かわけの分からないことをゴニョゴニョ。 

 さっきとは反対側のおしりをはでにひっぱ

たいて、それでウヤムヤ。 

 お姉さんが差し出したウェットティッシュ

で、親分は血まみれのチンチンをぬぐった。 

「ユウちゃんも、きれいにしなさい」 

 受け取って、四つんばいのままでワレメに

ウェットティッシュを当ててみたけど、いた

くはなかった。きずついたのは、おくの方に

あるアナの中だ。そこまでウェットティッシ

ュを入れるのはこわいので、ワレメの外だけ

をぬぐった。くちびるみたいな形に血が着い

た。 

「それじゃ、次いくぞ。今度は、おまえが上

になるんだ」 

 親分が、ベッドの真ん中でゴロンとあお向

けになった。チンチンも大きいままで、おな

かの上にあお向け。 

「……？」 
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「どこにどう入れるかは、もう分かっただろ。

おまえがオレをまたいで、コシを下ろすんだ

よ」 

 何をすれば良いか分かったし、できると思

う。けど……はずかし過ぎるよ。これまでは

イッパイイッパイで気がつかなかったけど。

２台のカメラがベッドの両側から、あたしに

向けられてる。１台なんか、もろにオマタを

ねらってる。 

 でも、乗りかかった船。ていうより、もう

太平洋のど真ん中だ。アメリカでも北極大陸

でも行ってやる。 

 あたしは意を決して上体を起こし、ひざ立

ちで親分をまたいだ。チンチンよりも親分の

顔へ目が行って……ますますはずかしい。 

 ので、後ろ向きになった。どうせ、入れる

ときはチンチンを直角に立てるんだから、ど

っち向きでも良いよね。 

「おいおい。いきなりバックかよ」 

 親分がクククッとふくみ笑い。正面を向く

よりもむずかしいのかな。 

 とにかく……チンチンの根元をにぎって、

まっすぐに立てて、コシを落としていって、

キトウをワレメへ入れて。おくにつき当たっ
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た。どこらへんに入れられたかは覚えている。

チンチンを思い通りに動かすのは意外とむず

かしい。コシの方を動かして調整。 

 クプッとはまりこむ手応えと感覚。 

 ううう……やっぱり、入れるのはこわい。

軽くなってきてるけど、いたいものはいたい。 

と、思ったけど。もうアナはさけて広がって

るし、血ノリですべるし。うめき声すら出な

かった。それに、いたくない方へコシを動か

せるので――親分のおなかにすわれる所まで

深く入れても平気だった。ちょっとだけ、や

せガマン。 

「はふうう」 

 安心のため息。達成感みたいな？ 

「こら。へたりこむのは早い」 

 ペチン。 

 また、おしりをひっぱたかれた。今度は、

ごく軽かった。 

「動くって……どうすれば良いんですか？」 

「チンポをマンコに出し入れするんだよ。で

きるなら、チンポをアナへすりつけるように

してみろ」 

 コシをちょこっとうかしてみた。チンチン

がズニュとぬける。またコシを落とすと、グ
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ンッと入ってくる。コシの上下に共なって前

後にも少し動くから、しぜんとチンチンがア

ナにこすりつけられる。案ずるよりも産むが

易しってやつだ。 

 んしょんしょんしょ。ズニュ、グン、ズニ

ュ、グン、ズニュ、グン。 

 うええ。カメラがオマタに近づいた。チン

チンが出入りしてるところを接写されてる。

今さら気にしてもしょうがない。 

「ちょっとストップ」 

 ペチンとおしりをたたかれた。 

「顔が見えねえと、さびしいぜ。向きを変え

な」 

 顔を合わせるのは、はずかしい――なんて、

どうでも良いや。１００点満点で２００点と

１８０点くらいしか、はずかしさはちがわな

い。 

 よっこらせと、しゃがんだまま向きを変え

た。アナの中でチンチンがグニュルウンと回

った。ちょっとくすぐったい。 

「ぶわははは」 

 親分が号快に笑った。 

「おいおいおい」 

「うへえ」 
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 皮ジャンふたりは、あきれたような声？ 

「この子、すごいわね。教えてもいないのに

花時計だなんて」 

 あたし、何かとんでもなくＨなことをした

みたい？ 

 これは、後で親分から教わったんだけど。

女性が上にすわった形で、チンチンをはめた

まま回転するのを、『ゴショ車』とか『花時計』

とか『ヘリコプター』というんだそうだ。時

計とヘリコプターは分かるけど、ゴショ車っ

てなんだっけ。ま、いいや。 

「そのまま、何回転かしろ。ハメたままだぞ。

いい絵になる」 

 面どうだな。バランスをくずしたり、チン

チンがぬけてしまわないように注意しながら

――身体を左へひねって、右足を上げて親分

の顔の上をこえて。左足を上げて親分の足を

またいで。身体をひねるにつれて、ベッドに

着いてる手の位置も変えていく。 

 二回転目に、かかとで親分の顔をわざと軽

くけるというか、こすってやった。しかられ

なかった。でも、それがオトナの度量だと、

今は分かる。二度はくり返さなかったよ。 

 アナのなかでチンチンが回転するのは、い
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たくなくて、くすぐったくて、わりと気持ち

良い。ので、弱音をはかずに続けられた。 

三回転したところで、今度は逆回転。これも

三回。 

「良し。それじゃ、続きだ」 

 動きを止めて。親分と向かい合って。ひざ

のクッシンを再開。ひざがだるくなってきた

ので、上体をかたむけて両手で支えた。 

 あ、これ……アナとチンチンの角度が合わ

なくなって、強く中をこすられる。いたいの

よりも、くすぐったい方が強くなった。それ

が、なんか気持ち良く感じる。 

 ５分ほど続けると、またストップをかけら

れた。 

「それはやめろ。オレがイキそうになる」 

 強くこすると「イク」のか。「イク」ってな

んだろう？ 

 ひざ立ちじゃなく、スクワットで上下しろ

と言われた。 

 はあい。んしょ、んしょ、んしょ……アナ

とチンチンの角度が合って、スムーズに出入

りする。でも、前よりもひざがつかれる。 

 これも、５分くらい続けさせられた。ビデ

オのワンシーンずつなのかな。 
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 親分は、またあたしをあお向けにさせた。

あたしの足首をつかんで、頭の方へ折り曲げ

た。あたしは女子の中では、そんなに身体が

やわらかい方じゃないけど、いちおうはゆか

に（手の平は無理でも）指先は着く。だから、

あお向けの身体をふたつに折られて、足の指

先が布団に着くくらいは平気。背中が曲がっ

てコシがういたので、ますます平気だ。でも、

これって。おっぴろげられて、ワレメをもろ

にのぞきこまれる形だ。これまでで、一番は

ずかしい。 

 て、いうか。自分からも丸見え。ふだんは

見下ろしても、つるんとしたＹ字形の中心に

一本線だけなのに、今は左右にわれて――ふ

うん、内側はピンク色なんだ。ピンク色と血

の赤色とが入りみだれて、芸術ぽい。 

 その芸術の中へチンチンがおし入って来る。

もう、いたみはほとんど感じない。アナのふ

ちとアナの中をこすられて、くすぐったくて、

ちょっぴり気持ち良いかな。 

「よっしゃ。ラストスパートだ」 

 親分が、最初のときの倍速くらいのピッチ

で、出し入れを始めた。 

 パンパンパンパンパン……音が大きい。全
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身が、はげしくゆすぶられる。 

 今度は、５分よりかなり短かったんじゃな

いかな。 

「うっ……」 

 親分が小さくうめいて、ぶるぶるっとコシ

をふるわせた。そして、あたしの上におおい

かぶさって、体重をのしかけてきた。 

 身体がマットにめりこむ。重たいよ。でも、

これくらいは、これまでのたくさんのゲキツ

ウに比べたらヘノカッパ。じっとガマンする。 

「いい加減でどいてやりなさいよ。チッソク

しちゃうわよ」 

 お姉さんが言ってくれて、親分はあたしか

らはなれた。 

「あ……？」 

 スポンッて感じでチンチンがぬけて。なん

か、ちょっと、さみしく感じた。 

 ベッドから下りる親分のチンチンは、最初

に見たときと同じくらいまで小さくなってい

た（でも、でかい）。 

「これで、さつえいは終わりだ。シャワーを

浴びて来い」 

 はふううう。終わったんだ。借金の５分の

１（だけ……）は返せたんだ。 
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 ベッドから下りようとして。身体のあちこ

ちが、だるくなってる。ジュウナン体そうば

かり３０分も続けた感じ。そしてオマタは、

やっぱりズキズキいたい。 

 それと。身体を起こすと、何だか白いドロ

ッとしたのがワレメからたれてきた。白い血

……まさか、白血病？ 

 あたしが不思義そうにしてると、親分が笑

った。良く笑う人だ。 

「そいつは精液だ。知らなかった……として

も、おかしくねえか。日本の性教育はおくれ

てるからな」 

 古くは子種といってたそうだ。マンマンの

おくの子宮ってところに子種をまくと、赤ち

ゃんが生えて（？）くるんだってさ。 

 ああそうかと、なっ得した。パパとママが

いっしょにねると赤ちゃんができるわけが、

完全に分かった。セックスして、子種をまく

んだ。 

 え、でも……？！ 

 あたしがうろたえたのを親分は見ぬいて、

先回りして教えてくれた。 

「心配するな。赤んぼうができるのは、生理

が始まってからだ」 
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 安心した。ので、バスルームへ行った。シ

ャワーはオマタを中心に、しつこいくらいお

湯をかけた。 

 そして、大発見。水圧を最大にしてマンマ

ンにシャワーを直接当てると、コシがガクガ

クして、立ってられないほどに気持ち良い。

そう快とか温いとか安らぐとかじゃなくて。

セックスされてるときにちょっぴり感じた、

くすぐったさの中の気持ち良さと同じで、も

っとずっと気持ち良い。これもＨに関係ある

と直感した。 

 でも、すぐにやめた。だって、ここのバス

ルームのドア、総ガラス張りだもの。もうハ

ダカやシャワーシーンを見られるくらいは平

気になった（ことにしとく）けど、ひとりで

Ｈぽいことをしてるのを見られるのは、何故

かはずかしい。一番Ｈなことをしてるシーン

は、さんざっぱらさつえいされてるのに、お

かしいかな？ 

 服を着変えてホテルの外へ出たときには、

すっかり夜になっていた。親分の黒ぬりベン

ツじゃなくて、お姉さんが白の軽自動車で家

まで送ってくれた。と中でファミリーレスト

ランていう食堂へ寄って、夕ご飯をおごって
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もらった。ファミリーレストランて、何でも

あるんだね。お子様ランチはもちろん、中か

セットとかハンバーグとかうどんとか。デパ

ートの食堂より、ずっと十実してる。あたし

がメニューに目移りしてる間に、お姉さんが

さっさとお子様ランチを注文しちゃったのが、

ゆいいつの不満。 

 こういう間ガラだから、おしゃべりがはず

むはずもなかった。あたしがユウちゃんのフ

ルネームを知ってるんだからって、お姉さん

が名前を教えてくれたくらいかな。河合
かわい

郷美
さとみ

というんだって。 

 親分のオメカケさんかなというヤマカンは、

当たってた。でも、本妻の次に２号さんとい

う人がいて、郷美さんは３号なんだって。 

 家に帰ったら、パパがさすがに心配そうに

待っててくれた。でも、お酒を飲んでよっぱ

らってたから、あたしは子ども部屋へ直行し

て……ベッドにね転がって、今日の強天動地

の体験をあれこれ考えているうちに、外出着

のままでねむってしまった。 

 

 よく朝は、パパは二日よいをかかえながら、

あたしを遊園地へ連れてってくれようとした。
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１００万円も借金を返したごほうびだと思う。 

 でも、あたしはそんな気分じゃなくて、断

わった。 

 パパはしょげていたけど、１０時過ぎには

ひとりで出て行った。まさか、競馬とかじゃ

ないよね。５００万円（今は４００万円）も

借金があってスカンピンのはずだもの。 

 あたしはひとりで昼ご飯を作って食べて、

夕ご飯はパパの分もちゃんと作っといてあげ

た。パパは、夕ご飯の時間には帰って来たけ

ど、またよっぱらってた。 

 そして、月曜からはいつも通りの生活がも

どってきた。 

 ……はずだったんだけど。 

 

 

アナルバージン 

 

 土曜日の集団下校。解散地の公園に、親分

の３号さんが待っていた。 

 これから２本目のうらビデオをさつえいを

すると言われて、そのまま軽自動車で――先

週と同じ、Ｈなことをするホテルへ連れてか
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れた。 

 まだ昼ご飯を食べてないって言ったんだけ

ど。はげしい運動をする前なんだからガマン

しなさいって。 

 ちなみに、Ｈなことをするホテルはラブホ

テルっていうんだそうだ。そうだよね。セッ

クスは、アベックが熱々のラブラブになって

からするものだ。そう考えると、泣きたくな

ってくる。でも、泣かない。２本目のさつえ

いで借金がまた減るんだから。  

 ホテルの部屋は、前と同じじゃなかった。

前はイッパイイッパイだったから、部屋の様

子なんかろくに覚えてない。でも、ベッドが

ひとまわり小さいから分かった。その代わり、

大きなビニールボールと木馬が置いてあった。 

 部屋で待っていたのは、親分と皮ジャン２

人。の他に、小父さんになりかけてるお兄さ

ん。 

「こいつは不動
ふどう

勲雄
いさお

。サオ師――と言っても

分からねえか。今日のおまえの相手役だ」 

 そう聞かされて、がっかりしたのは何故だ

ろう。 

「今日はな、順序がテレコだが、イメージビ

デオってやつもワンパッケージでいくからな」 
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 何のことか分からないけど、聞かない。何

だってガマンしなきゃ、ママの家を取られて

しまう。それじゃ、先週のガマンがムダにな

ってしまう。 

 これなら自分で着れるでしょ――と、郷美

さんがわたしてくれたのは、水着だった。と

いっても、外国のビーチでボンキュッボンの

お姉さんが着ていそうな、きわどいビキニ水

着。オッパイとマンマンをかくす白い小さな

三角形のうすい布と細いヒモだけ。 

 前は３人だったのに、今度は４人の男の人

の目の前で、ハダカになって着変えた。でも、

とっくに覚ごを決めてるから、カマトトぶっ

たりかくそうとはせずに、堂々と着変えた。

後ろ向きにはなったけど。 

 ブラジャーは三角形の部分が小さいので、

どれだけヒモをきつくしめても、内側に肉が

寄らない。布がダブついたままで、あきらめ

た。 

 それよりも、パンティが問題。ワレメがす

けて見えるのは仕方ないけど、逆三角形がお

しりにまでとどかない。ヒモが後門に食いこ

んで気色悪いよ。 

「それじゃ。まずは、ここにあるオモチャで
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遊んでみな」 

 と言われても。 

「こんなので遊ぶ年令じゃないです」 

「アホウ。演技ってやつだよ。楽しそうに遊

ぶ演技だ。おまえは女優なんだぞ。女優なら、

それくらいできるだろ」 

 あ、そうか。うらビデオの女優としてデビ

ューしたんだ。Ｈなことをされて、はずかし

いのをいっぱいさつえいされて……イヤでは

ずかしいことなのに、女優って言われると出

世したような気分になっちゃう。よし、がん

ばる。 

 とりあえず、木馬に乗ってみた。けっこう

大きい。遊園地にあるメリーゴーラウンドの

やつくらい。またがって、前後にゆらしてみ

る。楽しくなんかないけど、演技でニコニコ

してみた。 

「身体をゆらすんじゃなく、マンコを木馬に

こすりつけて前後に動かせ」 

 なんだよ、それ。ま、やってみる……んん

っ？！ 

 ビリビリッと、マンマンに電気が走った。

前のさつえいでマンマンを指でいじられたと

きのが１０万ボルトなら、これは１万ボルト
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くらいかな。コシがくだけたりせずに、ずっ

と続けられる。 

 自転車のサドルの上でコシを前後にずらし

ても、こんなふうには感じない。あ、自転車

に乗るときは、スカートをおしりの下にしい

たりはしてない。短いから。ママがなくなっ

てからは、洋服の新調もおくれ気味なんだ。

だって、あたしが買い物に連れてってもらえ

る日曜日には、たいてい競馬が開さいされて

るから。こんなことを考えてちゃ、演技に集

中できないね。 

 スコスコ、ゆらゆら。ズコズコズコ、ゆら

ゆらゆら。１万ボルトだけど、本物の電気と

ちがって、ダムの水みたいにどんどん留まっ

ていく。注電式電池？  

 ギコギコギコギコ……音がするほど大きく

ゆれる。１万ボルトが留まって１０万ボルト

くらいになった。 

 サドルに比べて、マンマンへのしげきが強

い――のは、木馬の背ぼねがもり上がってる

せいだ。本体と色がちがう。後からくっつけ

たぽい。てことは、こういうこと
．．．．．．

に使うよう

に改造されてる？ 

 それに気づいたら、なんかシラケてしまっ
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た。ので、木馬はやめた。２方向からカメラ

にねらわれているのも気がかりだった……な

んて、おかしいかな。ゼンラもセックスも、

さんざっぱらさつえいされてるのにね。 

 カメラを気にしながら、ビニールボールで

遊ぶ。どうやって遊ぼうかな。さわってみる

と、うすいビニールを空気でふくらませてる

んじゃなかった。わりと分厚いビニールでで

きていて、おしてみるとビーチボールなんか

よりも圧力が小さい。 

 それじゃ、こういうこともできるかな、と。

ビニールボールの上におおいかぶさってみた。

グニョンとボールがたわんで、あたし全体を

包みこむ。けど、ゴロンと転がって、あたし

はすべり落ちた。 

 くそ。やられてたまるか。変なところで、

ふだんの負けん気がもどってきて――意地で

もボールの上に乗ってやる。 

 バランスを取りやすいように、イスの要領

でこしかけて。左右にかたむかないように気

をつけながら、足をゆかからうかした。 

 おっとっとっと。竹馬の一本立ちよりもむ

ずかしい。３秒くらいでゴロン。何度いどん

でも、せいぜい５秒。転がるたびに、大また
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開きになって。そこをカメラがゲキ写してく

る。 

 木馬と合わせて３０分くらい遊んだところ

で、おしまい。３０分は、当てずっぽじゃな

い。かべに時計がかけてある。 

 ここで、あたしの相手役だというお兄さん

が、カメラアングルに入ってきた。 

「そこで四つんばいになってね」 

 やさしい声色だ。やさ男ってやつだ。親分

はガサツだけど、男っぽい。 

 お兄さんは、四つんばいになったあたしの

後ろへまわりこんで。 

「ひゃっ……？」 

 後門に細いぼうをおしつけられて、あたし

は前へにげた。 

「動いちゃダメだよ。カンチョウをしてあげ

るんだから」 

 してほしくない。けど、これも５００万円

のうちなんだろうな。 

 つぷっと、細いぼうを後門につき立てられ

た。 

 グジュウウウッと、カンチョウ液が入って

くる。 

 あ……カンチョウされたら、じきにウンチ
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だ。まさか（じゃなくて、きっと）そのシー

ンもさつえいされるんだろうな。 

「３０分はガマンするんだよ」 

 無理。ガマンした方が効果はあると知って

るけど。１５分以上は無理……というのは、

まだ小さかったときで。夜中に原因不明の高

熱が出て、民間両方ってやつだっけ。あのと

きは、ママが指でずっとおさえててくれたけ

ど、それでも１０くらいで大泣きしたもの。 

 今はずいぶん成長して、ガマン強くもなっ

てるけど。３０分は絶対に無理だと思う。 

 あたしが、そううったえると。 

「みんなでゲームをしてれば、すぐに時間が

経つわよ」 

 お姉さんの提案は一理あるけど。 

 色とりどりの丸を絵書いたビニールシート

が、ゆかに広げられた。ツイスタゲームだ。 

 これって、変なふうに身体をひねる。無理

の上に無茶が重なる。あ……分かってて、わ

ざとの意地悪かな。 

「こりゃ面白いな。よし、おまえが勝ったら、

新しい借金の２０万円はチャラにしてやろう」 

「ええっ……どういうことですか？！」 

 早くも出そうになっていたウンチが引っこ
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んじゃった。 

「先週の日曜だな。大勝負に、どうしても貸

してくれって泣きついてきたな」 

 あの、クソ親父。やっぱり競馬だったんだ。

ケーキも買って来なかったから、大負けのヤ

ケ酒だったんだ。 

「もう、絶対に貸したりしないでください」 

「おいおい。こっちは、商売なんだぜ。八百

屋に大根を売るなって言われてもな」 

 ２０万円もする大根が、あるもんか。 

「こっちとしては、おまえがたくさんビデオ

に出てくれるんだから、ありがたいんだぜ」 

 ぐぬぬぬぬ。帰ったら、クソ親父にクギを

差す――くらいでギャンブルが止まるなら、

５００万円も借金をこさえてない。どうする

かは、後で考えるとして。 

 ツイスタで勝つだけで２０万円だなんて、

ぬれ手にアワ……じゃなくて、燃えてる手に

アワ消火器か。でも、チャレンジしなくちゃ

借金が２０万円も増える。５００万円は、金

額が大き過ぎて実感がないけれど、２０万円

はこわいくらいの大金だ。 

「それじゃ、お姉さんと対戦だよ」 

 は、分かるけど。お姉さんまで水着になっ
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た。ワンピースをぬいだら、下に着てた。ピ

ンク色のビキニ。といっても、三角形の布と

ヒモじゃなくて、ちゃんとブラジャーとパン

ティの形をしてる。バストの谷間とヒップの

上半分は路出してるけど。 

「２０万円と聞いたら、だまってられないね」 

 サオ師とかいう不動のお兄さんも、服をぬ

いだ。競泳の選手みたいな、すごく小さな海

パン。上からジンジロ毛がはみだしてる。青

に白いストライプだけど、そんなデザインよ

りも。パンツの中でチンチンがトグロをまい

てる。親分のより、倍くらい長いんじゃない

かな。 

 ２人とも水着を下に着ていただなんて、最

初から仕組まれていたっぽいと思う。でも、

そんなことを問い正しているヒマはない。早

く勝負を着けないと……ううう、もうウンチ

が出そうになってる。 

親分がジャッジになって、３人の立ち位置を

決めた。 

タタミ１ジョウ分くらいの（はばは、もっと

広い）シートには、４色（緑、黄、青、赤）

の丸が６個ずつならんでいる。お兄さんとお

姉さんは、両はしで向かい合って、黄色と青
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色。あたしは、２人を左右に見る位置で、３

番目と４番目の緑色。 

 親分が矢印のルーレットを回して。 

「右足を赤」 

 お兄さんは横へ足を開いただけ。でも、お

姉さんは足をクロスさせなければならなかっ

た。あたしは前へふみ出して横向きになって、

お兄さんに背を向けた。 

「左手を黄色」 

 お姉さんがあたしの目の前の黄丸に左手を

着いたのは分かるけど、お兄さんがあたしの

すぐ後ろまで手をのばしてきたのは、意地悪

だよ。 

 あたしの足の間にある黄丸に左手を着くと、

手足が一直線上にならぶから次のバランスが

取りにくい。ので、お兄さんの足の前の黄丸

にしようとのけぞったら、お兄さんがひじを

曲げてぼう害してくる。その内側へ身体を入

れて、無事に着地。 

 くうう……不自然な形に身体をひねって、

ますますウンチがせまってくる。おなかがキ

リキリいたい。 

「次は、右手を青へ」 

 左手を着いてるとなりしか、右手の置き場
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所がない。これって、大開きゃくでブリッジ

をしてるようなもの。 

 ビデオカメラが、ぐうっと下半身へ近づい

て、マンマンを接写する。水着を着てるから

平気だよ。もろにスケスケだけど、まっぱだ

かでチンチンをつっこまれてる所をさつえい

されるより、ずっと……平気だったら平気だ

よ。 

それよりも。お兄さんの四つんばいの下へ、

前後も上下も逆さになってもぐりこんでる。

お兄さんはＨな形にしようとたくらんだんだ

ろう。ぐうっとコシをあたしの顔へ近づけて

きた。すぐ目の前に臣大なモッコリ。タマタ

マがでかいんじゃなくて、チンチン本体が太

くて長い。こんなふうにトグロをまいてるっ

てことは、まだ立ってない。これが、もっと

大きくなったら……そんなの、あたしの中に

入りっこない。そりゃまあ、未経験のときに

今くらいの知識があったら、親分のチンチン

を見ても、同じように思っただろうけど。 

 お兄さんは、安定した四つんばい。お姉さ

んは、あたし以上に身体を折り曲げたブリッ

ジ。ちぇえ、お兄さんがブッチギリに有利だ。 

「左足を赤へ」 
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 げげっ……大開きゃくしている右足の後ろ

へ左足をそろえる形になっちゃう。しかも、

お兄さんの両うでをかわして。 

 くうう……あっ！！ 

 ビチチッと、おしりにイヤな感覚が生じた。 

 ビチッ、ブジュジュ……ウンコをもらしち

ゃった！！ 

「うわっ！」 

「やだ、ばっちい！」 

 お兄さんもお姉さんも、身体を起こしてシ

ートからにげた。 

「よし。ユウの勝ちだな」 

 ううう……ちっとも、うれしくない。あま

りに情けなくて、手足の力がゆるんで、べち

ゃっとブリッジがつぶれた。自分のもらした

ウンコの上へ……号泣したい気分だ。 

「部屋をよごしちゃまずい。そのままシート

にくるんで、バスルームへ運べ」 

 皮ジャンの２人が、親分の指図を中実に実

行した。 

 あたしはツイスタのシートにくるまれて…

…身体じゅうが、ウンコまみれだよ。 

 バスルームでシートを広げられて。お兄さ

んに、上からシャワーを浴びせられた。 
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 冷たい。いたい。 

「ほら、立てよ」 

 半分泣きべそで、立ち上がった。水着をぬ

がされても、されるがまま。頭から冷水をた

っぷり浴びせられて。また、四つんばいにさ

れた。 

 お兄さんがシャワーヘッドをねじって外し

て、ホースの先をあたしの後門におしつけた。 

「今度はガマンしなくて良いよ」 

 ブジュルルル…… 

「きゃっ……？！」 

 前へにげようとしたら、かたをつかんで引

きもどされた。 

「カンチョウだけじゃ、中にクソが残ってる。

ペニスがクソまみれになるのはゴメンだから

ね」 

 え……？ 

 ブジュルルルルル……勢い良く水がおなか

に流れこんできて、質問どころじゃなくなっ

た。水がおなかの中でうずまいてる。ニン婦

さんみたいに、ぽっこりふくらんできた。 

 気色悪いし、おなかがいたい。 

「よし。出して良いよ」 

 ホースが後門からはなれると同時に。 
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 ブシャアアアアア……ぼとと…… 

 さっきのおもらしでは、あわてて後門を引

きしめたから、『本体』はまだ残ってた。それ

が、もうどうにもならない。 

「はずかしいよお……」 

 マンマンのおっぴろげを見られるより、チ

ンチンをつっこまれてる所をさつえいされる

より１００倍は、はずかしい。 

 あ……四つんばいのままだった。おそるお

そる後ろをふり返って見たら……タイルゆか

の遠くまで、茶色にそまってた。 

「そのまま、じっとしているんだよ。きれい

に流してあげる」 

 今度は、温かいお湯を浴びせられた。 

 はふうう。泣きじゃくった（今は、半べそ

までだよ）後でママにだっこされてるみたい

に心地良い。でも、それはせいぜい数十秒だ

った。またホースをおしつけられて注入され

て、今度はしゃがむ余有があったし、出た水

はよごれてなかったから、そんなにはずかし

くはなかったけれど。 

 実は、ここまでが事前所置で、うらビデオ

の本番は、ここからだった。 

 お湯のシャワーで、また全身をきれいに流
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してくれて。バスタオルでかみの毛までふい

てくれてから。お兄さんは、あたしをおひめ

様ダッコで、ベッドへ運んでくれた。投げ出

したりはせず、そっとうつぶせにねかせてく

れた。意地悪なんだかやさしいんだか分から

ない。 

 やっぱり意地悪だった。 

「いきなりは切れヂになるかもしれないから、

少しずつほぐしてあげる」 

 後門をもまれた。というか、こねくられて。

ツプッと指を入れられた。 

「ひゃっ……」 

 ちょっぴりしか、おどろかなかった。親分

がマンマンをいじったときも、指を入れたも

の。今度は、じゅうぶんに予測してたよ。 

 ああ、そうか。この流れだと、きっと、後

門にチンチンを入れられるんだろうな……な

んて、あたし、他人事みたいに考えてる。イ

ヤだってこばんだら、さつえいは中止で。借

金は４００万円のままだ。 

「おとなしいね。最後までこうだと、ボクは

楽で良いんだけどね」 

「おいおい。泣きさけぶか、いっそのこと良

がってくれないと、絵にならないぜ」 
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 親分がぶっそうなことを言う。 

「それはクライマックスになってからでしょ

う」 

 お兄さんは指をぬいて――ベッドの上に転

がしてあった、変なぼうをあたしに見せた。 

 真っ黒で、形は長さ３０センチくらいのク

シ団子。６個も連なっていて、大きさがひと

つずちちがう。先っぽは２センチ未満で、だ

んだん大きくなって最後は４センチかな。そ

のクシ団子に小さなビンから、とろっとした

クズ湯みたいなのがたらされた。 

 クシ団子が、あたしの目の前から消えて。

しりたぶを指で広げられた。これで、クシ団

子を後門につっこまれると予想できなければ、

バカだよ。 

「アナルの力をぬいて。楽にしていないとい

たいよ」 

 アナルって初めて聞く言葉だけど、文脈で

明白。いたいのはイヤだから素直にしたがっ

た。 

 ツプ……うえ、気色悪い。でも、なんか生

温かい。 

 ツプ、ツプ……二つ目、三つ目のお団子が

後門におし入ってくる。後門がだんだんおし
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広げられていく。ちょっといたくなってきた。 

 ツプ…… 

「いたい。もう無理です」 

 あら。止めてくれた。 

「それじゃ、このあたりで慣らしていこうね」 

 ズニュズニュ……二つぬいてくれた。 

 ツププッ……すぐに、またおしこまれた。 

 ズニュツプ、ズニュツプ……出し入れをく

り返される。マンマンにチンチンを出し入れ

されたときと同じ。 

 あれ……？ 

 なんか、ちょっと、気持ち良い？ 

 ツプ、ツプ、ツプ…… 

「よし、もうひとつ入ったね。そんなにいた

くはないだろ？」 

「……はい」 

 いたいんだけど。出し入れで慣らされちゃ

ったし。「そんなに」を付けられると、たしか

に「そんなには」いたくない。 

 そうやって、３０分ほどもかけて、とうと

う最後のお団子まで入れられてしまった。 

「これだけほぐれたら、もうだいじょうぶだ

ね」 

 クシ団子が全部引きぬかれて。コシを持ち
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上げられて、頭をベッドに着けておしりを高

く上げた格好にされた。犬が「遊ぼうよ」っ

て飼主におねだりするときのポーズだ。これ

で、おしりフリフリとかしたら、「早く入れて」

ってさそう意味になるんだろうな。それくら

いは、あたしでも分かる。 

 そんなはしたない真似はしなくても。熱く

て太くて固いヤツが、しりたぶをおし分けて

後門につき付けられた。 

 ググウッと強くおしこんでくる。後門がお

なかの中へめりこむみたいな、にぶいいたみ

というか不快感がつのる。これくらいなら平

気だ……と、思っていると。 

 ズグブッ！ 

「いたい……！」 

 ロストバージンのときよりも大きなゲキツ

ウが走った。引きさかれるというより、分厚

いナタで強引にわられたような重たいゲキツ

ウだった。そして、熱い。 

「いたいいたいいた……あつい！ やめてよ

お！」 

 不覚にも、あたしは（親分の期待通りに）

泣きさけんでいた。コシをつかまれているの

で、にげることもできない。 
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 ズグブブブ……チンチンが、容しゃなくお

し入ってくる。でも、おなかの中は変な感じ

がするだけで、いたくない。後門だけが、い

たくてあつい。 

 グニュッと、おしり全体が圧白された。あ

の長いチンチンが全部入って、お兄さんのお

なかが、あたしのおしりにつき当たったんだ。 

「もうちょっと、泣かせてあげよう」 

 ズニュウウウ、ズググググ、ズニュウウウ、

ズググググ……チンチンが出入りし始めた。 

「あぐぐぐ、ひいいい……」 

 動かされるたびに、あたしは悲鳴とうめき

声をもらす。 

 だんだんと出入りのピッチが短くなってき

て。 

 パンパンパンパン……もうすっかり聞き慣

れた、肉と肉とがぶつかり合うかわいた音が、

部屋じゅうにひびきわたった。 

 ふっと、お兄さんの動きが止まった。チン

チンは、入ったまま。 

「矢作さん。そろそろ、クリを解禁してやっ

ても良いんじゃないですか？」 

 何のことだろうと思っていると。お兄さん

の右手がコシからはなれて、マンマンをさわ
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りにきた。ワレメにそって指がスウッと上へ

動いて。 

「ひゃうんっっ……？！」 

 ものすごくあまい電ゲキが、オマタに走っ

た。 

「気持ち良いだろ。女に生まれて良かったと、

思い知らせてあげるよ」 

 クニュンクニュンと、ワレメの上はしのあ

たりを……つねられたのか、こすられたのか。

そうされるたびに、あまい電ゲキが走る。 

「ひゃんっ……な、なに、これ……？」 

 アナのふちをチンチンでこすられたときの、

くすぐったい気持ち良さに似ている。でも、

その１００万倍は気持ち良い。１００万ボル

ト、ううん、１億ボルトだ。 

 こんな気持ちの良さを、あたしは知らなか

った。気持ち良いじゃ言葉が足りない。そう

だ、こういうのが快感……でも、足りない。

カ・イ・カ・ンだ。 

 いったい、何をされてるんだろう。 

 うでをつっ張って頭をもたげて、下からの

ぞきこんだら。ワレメのはしっこに小さなイ

ボみたいのがあって、そこをクニクニクリク

リされてる。 
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「このままイカせてあげよう。クリだけじゃ

なく、アナルの味も覚えるんだよ」 

 お兄さんは左手もあたしのコシから放して

……かみの毛をひとまとめにつかんだ。そし

て、チンチンの出し入れを再開した。 

 グッ、グッ、グッとかみを引っ張られて、

ちょっといたい。 

 ズン、ズン、ズンとチンチンを出し入れさ

れて、ものすごく熱くていたい。 

 クリ、クリ、クリとイボをこねくられて、

１億ボルトがスパークする。 

 いたいんだかカイカンなんだか熱いのか、

わけが分からなくなって……全部の感覚がひ

とまとめになって…… 

「あああああああああ……！」 

 さけんでいなければ、感覚のかたまりが暴

発しそうだ。暴発したら、どうなるんだろ。

すごくおそろしいことが起こりそうな予感。 

 でも。試してみる前に、お兄さんがチンチ

ンをぬき去った。 

 つかまれて引っ張られていたかみの毛を放

されて。あたしは、ベチャッとベッドの上で

つぶれてしまった。 

「最初のシツケがカンジンだからね」 
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 お兄さんはあたしを転がして上体を引き起

こし、まだ水平くらいまで立っているチンチ

ンを、あたしのくちびるにおしつけた。リレ

ーのバトンくらいの長さで、直径はバトン以

上だ。こんなのが、全部、あたしの後門に入

っていたなんて、信じられない。 

「ユウちゃんが、下のお口でよごしたペニス

だからね。上のお口でなめてきれいにしなさ

い」 

 て……ええっ？！ 

 親分のチンチンはなめさせられたけど、あ

れって、マンマンに入れる前のきれいなチン

チンだった。よごれた……それも、おしりの

アナに入れてた……ああ、そうかと思い当た

った。だから、先にカンチョウをして水です

すいで、おなかの中をきれいにしてたんだ。 

 だけど。検ニョウに使ったコップをきれい

にあらっても、それで水を飲むのはテイコウ

がある。 

「やさしく言ってるうちに言うことを聞いた

方が、おまえのためだぜ」 

 親分におどされて。あたしは覚ごを決めた。

毒を食らわば皿まで。チンチンをなめるって

こと自体が、すごくバッチイんだ。きれいだ
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ろうと、よごれてようと、たいしたちがいは

ない。それに、見た目には……やっぱり、よ

ごれているよお。でも、ウンチじゃない。コ

ンデンスミルクみたいな、白いネバネバがあ

ちこちに付いてる。特に、キトウの先っぽ。

オシッコが出る小さなアナのまわり。オシッ

コじゃないのは一目両然だけど。 

 なめてみたけど、まったくあまくない。て

いうか、ほとんど味がない。さとうを入れて

ないクズ湯のうすいやつみたい。ちょっとだ

け、えぐ味があるかな。 

 ま、いいや。これなら、なめたって（味覚

的には）平気だ。 

 親分にさせられたときと同じ要領で良いの

かな。 

 アムアムペロペロシャブシャブ。 

「ニョウ道の中にも精液が残っている。すい

取ってくれよ」 

 えっっっ……精液？？ 

 精液って、赤ちゃんの種だよね。これが、

そうなんだ。でも、赤ちゃんの種をおなかに

入れて……スイカの種を飲みこんだって、お

なかからスイカは生えてこない。それに、赤

ちゃんができるのは生理が始まってからだっ
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て、親分が言ってたのを思い出した。 

 チュウチュウチュウ……うまくすい出せな

い。 

 チンチンはストローじゃない。チューブチ

ョコの親せきかもしれない。でも、かんじゃ

ダメだったよね。 

 必要は発明の母。歯にくちびるをかぶせて、

チンチンをしごいてみた。ちょろっと、精液

が出てきた。 

 マﾞムﾞウﾞ、マﾞムﾞウﾞ、チュウチュウ…… 

 何度かしごいて、すい出して。 

「いつまでも口の中に留めてないで飲みこめ

よ」 

 ううううう。どうか、赤ちゃんが生えませ

んように。意を決して、ゴックン。のどに引

っかかって、いつまでもいがらっぽかった。 

「今のを、おそうじフェラという。ペニスで

可愛がってもらった後のお作法だからね。言

われる前に自発的にしたら、男は喜ぶよ」 

 可愛がってもらったんじゃない。いじめら

れたんだ。 

「ビデオのシャクとしてはじゅうぶんなんだ

が。これで終わっちゃ、オレが面白くねえな

や」 
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 親分が、例のタテジマスーツをぬぎはじめ

た。あたしを可愛がる……じゃない、いじめ

るつもりなのかな。 

「あの……ボクは、ここで失礼されてもらっ

ても、よろしいでしょうか？」 

 お兄さんが、遠りょがちにたずねる。 

「かまわんよ。赤の他人にミソカ事を見せる

しゅ味はねえからな。それに、こいつにおま

えとオレの持ち物を比かくされちゃ、たまっ

たもんじゃねえやな」 

 お兄さんは大急ぎで服を着始めた。 

 親分は対照的にゆっくりとぬいでいく。ワ

イシャツの下に、アンダーシャツは着ていな

いんだけど。着ていない物をぬいだ？ 

「えっ……？」 

 声を出してしまったのは、親分がイレズミ

をぬいだ
．．．

から。でも、ぬいだその下にもイレ

ズミ。 

 親分が、あたしをふり返って、いたずらっ

ぽく笑った。こういう笑い方もできる人なん

だ。 

「モザイク無しが、うらビデオの売りだから

な。どんなにカメラアングルを工夫したって、

クリカラモンモンは写っちまう」 
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「…………？」 

 言っている意味が分からない。でも、たい

した問題じゃない。問題なのは、親分がどっ

ちのアナをいじめるつもりかってこと。後門

はいたいだけでイヤだ。でも、マンマンのイ

ボといっしょなら、いじめられてもいいかな。

いっそ、マンマンとイボを同時に……は、む

ずかしいんだろうな。 

「さつえいじゃないんだから、おまえたちも

外で待ってろ」 

 親分は、皮ジャンの２人と３号のお姉さん

も追い出そうとしたんだけど。 

「あたいは立ち会うわよ。後でアドバイスと

かしてあげたいし。親分を見張ってろって、

おかみさんからも言いつかってますから」 

 親分が苦笑した。 

「ばあか。こいつはオモチャだぜ。だれが、

口説いたりするもんかよ」 

 ずきん。なぜか、むねに小さなトゲが差さ

ったみたいに感じた。杉長くんが他の女子と

ふざけ合ったりしてるときの感じに、似てい

なくもない。なんて、遊長なことを考えてる

場合じゃない。 

 親分はフンドシまでぬいで。あたしをベッ
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ドへ（ダッコなんかしてくれずに）追い上げ

て。あお向けにした。 

 マンマンの方だ。良かった――じゃなくて。

良くないけど、マイナス２００点よりはマイ

ナス１５０点の方が、まだもしだって意味。 

 ところが、あたしの安心を親分はあっさり

とうら切って――後門だった。 

 前のビデオさつえいで最後にされたみたい

に、あおむけで身体を真っ二つに折り曲げら

れて、真上からチンチンをつっこまれた。 

 お兄さんのチンチンよりは細くて短いのに、

お兄さんよりもいたかった。角度がちがうせ

いなのか、親分のキトウのカリクビはお兄さ

んとちがって、半球形のイボがいくつもボコ

ボコしているせいなのかな。 

 それに、ワレメのはしっこのイボもかまっ

てもらえなかった。 

 あたしは、もうガマンする気力もなくなっ

てて。いたいいたいって、手放しで泣きさけ

んじゃった。 

 親分も、あたしの中へ白いトロトロの精液

を注入して。あたしは、おそうじフェラをや

らされて。 

「後の面どうは、見てやってくれよ」 
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 親分は、お姉さんとあたしを置き去りにし

て、とっとと出てった。 

 あたしは、もう１回バスルームで全身を清

めてから。お姉さんに軽自動車で家まで送っ

てもらった。と中でファミリーレストランへ

寄って、今度は注車場からお店へ入るまでに

考えておいたので、お姉さんがお子様ランチ

を注文する前に、ハンバーグセットを自分で

注文できた。 

 それと。これは、さすがにレストランの中

では他人の耳があるので、運転中のことだけ

ど。セックスというかＨのことについて、お

姉さんが少し教えてくれた。 

 ワレメのはしっこのイボはクリトリスとい

って、経験の浅い女の子が最も感じるピンポ

イントだとか。おそうじフェラなんて、男に

強いられて、しぶしぶするものだとか。 

「しょう来、カレ氏ができたときに、たのま

れもしないのにやってごらんなさい。よっぽ

ど遊んでる女だと思われるわよ」 

 親分は、ユウちゃんのことをロリビッチに

仕立てるつもりらしいから、気をつけるのよ

――と言われても、意味不明。ロリコンとか

ビッチとか、聞いたこともないＨ用語をイチ
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から教わらなければならなかった。 

 でも。あたしは、６年生でさえも（多分）

経験していないセックスを、アナルでまでさ

せられたんだもの。ビッチそのものじゃない

のかな？？ 

 

 

野外でさつえい 

 

「ユウちゃん。なんだか変な歩き方してな

い？」 

 クラスメイトの信濃
しなの

優仁
ゆ に

ちゃんに指的され

て、ドキ。 

「そうかな？」 

「うん。おしりを後ろへつき出したり引いた

り、左右にくねらしたり。セクシーな歩き方

の練習をしてたりする？」 

「そんなんじゃないよ。ちょっと、むずがゆ

くて。ギョウチュウの検査をした方が良いか

な」 

「やだあ」 

あぶないあぶない。アナルがいたいというか

むずがゆいというか、それは本当なんだけど。
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原因は分かり切ってるものね。ユニちゃんに

（でも、だれにでも！）知られるわけにはい

かない。 

 ユニちゃんは、あたしをよく見てる。先週

の月曜だって、ガニマタで歩いてるって指的

したもの。あのときは、マンマンにぶっとい

チンチンが差さってるような感じが続いてて、

よほど気をつけないとガニガニで歩いてた。 

 ユニちゃんは名前があたしと似てるっての

もあって、大の仲良し。でも、性格とかは正

反対。ユニちゃんの得意科目は音楽と家庭科

で苦手は体育と図工。あたしがオトコ女なら、

ユニちゃんはオトメ。デコボココンビってや

つかな。 

 それに引き代え、パパは……あたしに、あ

んな非道いことをさせておきながら、一から

十まで原因を作っておきながら。まるで気使

ってくれない。いや、ハレモノにさわるみた

いな分囲気かな。そして、子どものご気元を

取るには遊園地かデパートの食堂だと思いこ

んでる。オマタに大ケガ（は、おおげさだけ

ど）をしてるときに、外出させるつもりなん

だからね。 

「あたしは、どこへも出かけたくない。だい
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いち、お金がかかるでしょ。まだ３００万円

も借金が残ってるのよ。ムダ使いはやめて、

パチンコも競馬も競輪も競テイもやめて、外

出するんならお仕事をさがしてよ」 

 うんときつく言ってやった。だけど、これ

までだって口に梅ぼしをほお張ったくらいに

酸っぱく言ってるからなあ。さつえいのとき、

付きそってもらった方が良かったかな。むす

めが非道いことをされてる現場を見たら、心

を入れ変えてくれたかもしれない。 

 ――むすめが非道いことをされてるのを、

パパは目の当たりにすることになった。アナ

ルセックスのさつえいから５日後に、これま

でに作られた２本のうらビデオが、皮ジャン

の人の手でとどけられたんだ。 

 パパはお仕事さがし（が名目だけなのは、

ほぼ分かってるけど）に出ていて、あたしが

受け取った。 

 カセットを見て、悲しいんだか笑っちゃう

んだか。ビデオ屋さんで売ってる製品とはち

がって、パッケージは無しでカセットの背中

にフェルトペン書きのシールが張り付けてあ

るだけ。 

『娼孝女ユウ～未潮の破瓜』 
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 習ってない漢字が多いので漢字辞書を引い

た。「未潮」なんて国語辞典にも乗ってなかっ

たけど、初朝は知っていたし「破瓜」は分か

ったので、なんとなくつながった。でも、前

半はふざけてる。小公女のパロディだ。セー

ラちゃんが泣くよ。ガンドムだって泣くぞ。 

 ２本目は、まだ本編は編集中のラッシュア

ワーで、背中には紙テープが張られていた。 

『娼孝女ユウ～肛姦日記』 

 ひょっとして、シリーズ物にするつもりか

な。 

 ５００万円÷１００万円＝５だものね。 

 もらったビデオは、見たくもない。でも、

パパに見せて反省してもらうためには、内容

を知っておかなくちゃ。ということで、再生

したけど。 

 顔から火が出るどころか、全身が燃えちゃ

ったよお。火事を消そうとしたのか、オマタ

のおくがジュクジュクになって、ワレメから

も水がこぼれた。 

 さすがに、パパといっしょに観賞する気に

はなれないから。 

「あたしがどんなに非道いことをされたのか、

絶対に最後まで見てよ」 



- 87 - 

 

 ２本目の前半の木馬遊びとかツイスタゲー

ムとかは、あたしが演技でニコニコしてるか

ら非道くはないけど。でも、ウンチまみれの

シーンもちゃんと写ってるから、やっぱり悲

参だよね。 

「つらい思いをさせて、本当にごめんな」 

 次の日に、そうは言ってくれたけど。 

「なんとか、あと３本がんばっておくれ」 

 チョウさんの決めセリフじゃないけど……

ダメだ、こりゃ。 

 

 アナルセックスのさつえいから２週間。月

曜日の体育の日に運動会があった、その６日

後の日曜日。 

 あたしは黒ぬりベンツで、となりの県にあ

るフィールドアスレチックの公園へ連れてか

れた。皮ジャンさんのわかい方がハンドルを

にぎって、助手席にはポロシャツにジーパン

の、初対面のまあ小父さんかな。プロのカメ

ラマンさんだと、親分に照会された。 

後ろのシートには、真ん中があたしで右側に

親分。左側には、もう顔なじみといって良い

ほどの、小父さん皮ジャン。 

 ３号お姉さんの軽自動車ともう１台、キャ
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ラバン車がついて来てる。キャラバン車には、

あたしと共演するサオ役っていう男の人が何

人か乗っている。 

 サオっていうのは、チンチンのことなんだ

ね。今回は、大勢のサオ役さんと（親分の言

い方だと）くんずほぐれつの大らん交をさせ

られるそうだ。イタマがあたくなる。きっと、

オマタもいたくなる。それとも、大勢にクリ

トリスを可愛がってもらって、１億ボルトが

スパークするんだろうか。 

 公園には人かげがなかった。２年前の春に

オープンしたけれど、交通の便は悪い（自家

用車だけ）し、近くに温せんとか名所とかも

ないし、１年も持たずにつぶれちゃったんだ

って。そのうち、この一帯は有望な別そう地

になると見こんで、大手デベロッパーという

会社が二束三文で買いたたいて、矢作組より

ずっと大きなヤクザ屋さんが管理を受け負っ

てて、そこへ仁義を通して、あたしのために

（と、親分は言った）借り切ったんだって。 

 つまり。前のビデオと同じで、前半はあた

しがムジャキに遊ぶシーンなのかな――とい

う予想は、半分当たったんだけど。その前に、

まずは着変え。 
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 アスレチックてのは運動のことだから、そ

れにふさわしく体そう服……なんだけど。ス

ケスケの三角ひもビキニと同じだった。ノー

スリーブでおへそまでとどかない体そうシャ

ツと、オマタのＹ字形もヒップも、上半分が

出てしまう極端に短いブルマ――を、下着無

しで着なくちゃならなかった。 

それも、共演する男の人が、ひのふのみの…

…６人に取り囲まれながらだよ。もう慣れっ

こで。 

   はずかしさも 

    中くらいなり 

     おらがハレンチ 

 なんてね。 

 やっぱり、最初はあたしひとりが遊んでる

シーンから。 

 木の角材を組み合わせてて、とにかく大き

いジャングルジム。高さは、（ペンキがはげか

けてサビのういた）カンバンの説明板による

と５メートル。角材は鉄ぼうより太くて、ワ

ク組も大きい。身長１５０センチ未満は遊技

禁止になってる。あたしは１４３ｃｍだから

アウト。でも、オトナなみにセックスを経験

してるからＯＫ（そういう問題じゃない）。 
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 とにかく、１コマずつが大きいから、登る

のもひと苦労。体育５の面子にかけても登り

切った。大マタ開きの連続だから、ゴムボー

ルで遊ぶよりはＨな絵になったんじゃないか

な。ウラ地のないブルマだから、ワレメの形

もくっきりうかび上がってるし。 

 ジャングルジムは１０分くらいで切り上げ

たところで、プロのカメラマンさんから注文

がついた。 

「ヘアーが顔にかかって、表情がわかりにく

いんだよね。ツインテにしてくれる？」 

「こんなこともあろうかと。ちゃんと用意し

てあるわよ」 

 お姉さんからヘアゴムとピンクのリボンを

もらって、ツインテールにまとめた。文脈で、

ツインテというのがツインテールだとすぐに

分かったけど、カメラマンさんは業界人とい

うやつ？ 話し方が、それっぽい。 

 かみを結び直して、またジャングルジムで

１０分間のさつえい。 

 たいした運動量じゃなかったので休けい無

しで、すぐに次のシーンはツナわたり。１本

の太いツナを木から木へわたるんだけど、同

じツナが頭上にも張ってあって、これをつか
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めば初心者でもだいじょうぶ。 

 上下のツナの間に、真新しい３本目のツナ

が張られていた。 

 ツナが張られている木に、横のハシゴから

登った。カメラマンさんもついて来る。 

 カメラマンの小父さんは、コシに安全ベル

トをまいて、ベルトのスリングを上のツナに

引っかけた。これで、足をふみ外しても安全。

スリルを味わうために、５０センチほどは落

ちるけれど。 

 あたしは、安全ベルトを着けさせてもらえ

なかった。その代わりに、両手を前でひとま

とめにして平たいスリングでしばられた。つ

い落のショックでほどけないようにと、クロ

スさせた手首を十文字にしばるという、念の

入れ様だった。 

 ２人の皮ジャンさんが、ビデオカメラを地

上で構える。３号お姉さんと６人のサオ役さ

んたちは、カメラアングルに入らないように、

はなれた所から見物している。 

 カメラマンさんは先に、後ろ向きになって

ツナをわたり始めた。 

「コシの高さに張ってあるツナをまたぎなが

ら、ツナわたりをしてね」 
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 あたしは何の議問も持たずに、男女親分子

分合わせて１１人（いる！）の目の前で、言

われた通りにした。 

 足を上げるとバランスをくずしそうになる

ので両手を上げて……上のツナに手がとどか

ない。この設備も身長制限があったね。スリ

ングをつかんで、身体をうかして足をいっぱ

いに上げて、ツナをまたいだ。 

 あ、そうか。こういうのって、小さな子が

一番喜ぶ遊具だよね。なのに身長制限なんか

したから、不人気だったんだろう。なんてこ

とは、どうでも良いや。 

 うでの力をゆるめると、ツナがオマタに食

いこんでくる。ブルマの生地がうすいしノー

パンだし、すごく生々しい感覚だ。 

 そろっと左足を前へ出して、いよいよツナ

に乗った。右足を前に出すと…… 

 グリ……ツナがワレメをこすった。 

「ひゃ……」 

 ビクンとコシがにげた。これ、電気が走る。

ちょっといたいのと、かなりくすぐったいの

と、同じくらいに快感なのと。１千ボルトく

らいかな。 

 うでに力を入れて身体をうかすと、もちろ
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んツナをふめない。軽く体重をかけているく

らいだと、足がすべって前へ進めない。 

 カメラマンさんはあたしより背が高いから、

オマタの下をツナが通りぬけてる。こすった

ところで、ズボンの生地は分厚いから、何も

感じないんだろうな。ずるいや。 

 もう、ニコニコ演技してるどころじゃない。 

 コシがビクッとなってツナをふみ外さない

ように、覚ごを決めて気合をいれて、ツナの

上をソロリソロリと歩く。 

 一歩ごとに、ビリビリと電気が走る。 

 カメラマンさんは右手でカメラを構えてレ

ンズを上げたり下げたりしながら、左手で上

のツナをつかんで、あたしに合わせて後ずさ

っている。レンズを上げたときは全身ショッ

トで、下げたときはオマタのクローズアップ

なんだろうな。 

 カメラマンさんだけじゃない。２人の皮ジ

ャンさんも下でカメラを構えて、横から後ろ

からあたしにレンズを向けている。 

 でも、そんなの知ったことじゃない。 

「くうううう……」 

 あたしは、うめき声をガマンできなくなっ

た。 



- 94 - 

 

 せんたくロープって、せんたく物をはしっ

こにほしてもピンと張ってるけど、真ん中の

方にほすと大きくたわむじゃない。あれと同

じで、あたしが前へ一歩すすむたびに、あた

しが体重を乗せているツナが下へたわんでい

く。だから、またいでいるツナが、どんどん

オマタに食いこんでくる。 

 もう、まるでブルマからツナが生えている

みたいになった。 

 食いこんでくると、それで歩くと、電気が

どんどん強くなって……軽く１０万ボルトを

こえてるかな。だけど、１０万ボルトのうち

で、いたいのが２万ボルトでくすぐったいの

が４万ボルト。快感が６万ボルトだ……こん

なかんたんな足し算をまちがうくらい、頭が

ポワンとしてきてる。 

「はい、そこでストップ。立ち止まったまま、

オマンコをロープにこすりつけようね」 

 そんなことをしたら、１０万ボルトが１０

０万ボルトになる。ので、素直に指示にした

がった。 

 ビリビリなんてものじゃない。 

 バリバリズガガン。コシがくだけて、ツナ

をふみ外してしまった。 
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 とたんに、グウウッとさらにツナがマンマ

ンに食いこんでくる。１００万ボルトが１億

ボルトまではね上がった。 

「あうう……いたいのに、きもちいいよお！」 

 さけんでしまった。 

「そこらへんで、やめとけ。まだイントロだ。

マンコをすり切ったら、後がつらいぞ」 

 はふううう。助かった……それとも、ちぇ

ええ？ 

 あたしは、マンマンに食いこんだツナに支

えられて、身体は６０度くらいかたむいてい

る。上のツナに引っ張られているうでを曲げ

てスリングをたぐり寄せようとしたけど、う

まくいかない。 

 ジタバタしてると、カメラマンさんがもど

って来てスリングを引っ張り上げてくれた。

地上からも、年上皮ジャンさんが足を引っ張

ってくれて。おきあがりこぼしの心境。 

 年下皮ジャンさんが、オマタに食いこむよ

うに張られていたツナを少しだけゆるめてく

れたので、マンマンがスカスカになった気分。

おかげで、ヨロがアシアシしながらでも、ゴ

ールの木までツナわたりできた。 

 ここで、小休止。 
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「ちょっと見せてね」 

 お姉さんが救急箱を持って来て、地上に下

り立ったあたしのブルマをずらした。 

 あたしは逆らわない。ブルマごしとはいえ、

さんざんこすったんだもの。すりキズになっ

ているかもしれない。でも、その心配はなか

った。 

「早めにストップをかけて、正解だったわね」 

 あたしにではなく、お姉さんは親分をふり

返って。 

「生地がすり切れてるわ。ぎりぎりセーフっ

てところかしら」 

「それだけぬれてりゃ、どれだけ続けてもだ

いじょうぶだったろうぜ」 

 ブルマは真ん中が立てにさけていて、その

まわりがしみていた。こん色でもはっきり分

かるくらいだから、グショグショって表現が

ふさわしいね。 

 １か月前だったら、いい年をしておもらし

をしたと感ちがい……は、しなかったかな。

Ｈなことを考えると、パンツがしめったりは

してたもの。 

「正午までは、まだ少しあるな。パート・ワ

ンはとり終えておこう」 
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 ということで、休けいは１５分ほどでおし

まい。あたしたちは、別の遊具の所へ行った。 

 公園にあるやつの５倍くらいの、大きな丸

太のシーソー。いよいよ、サオ役さんたちと

共演するのかなと思ったら、あたしひとりで

遊ぶんだった。のは、別にかまわないんだけ

ど。 

 キノコの輪画みたいな形のグリップが、か

た側に１０個ずつある。つまり、全部で２０

人が乗れる。その後ろから２番目の席にすわ

れと指示されて。これは、素直にしたがえな

い。 

 だって……その席には２本の太い枝が直角

に生えてる。んじゃなくて。大小のスリコギ

がつき差さってる。真新しい。 

「あの……これ、本当に……？」 

 親分が無言であごをしゃくった。 

 ううううう……無理だよ。すわる向きから

考えて、マンマンに入れる方のスリコギは、

親分の（大きく固くなった）チンチンと同じ

くらいで。後門の方は、前回のサオ師さんの

（大きくなる前）よりも細くて短いけれど。

２本まとめてだなんて…… 

「まだるっこしいな。オレが手伝ってやるぜ」 
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 親分が、後ろからあたしを羽交いじめにし

た。それだけで、軽々と持ち上げられた。 

「だれか、手伝ってくれ」 

 遠まきにしていたサオ役さんたちが、わっ

とかけ寄って来る。 

「はい、ストップ。あんたとあんたにお願い

ね」 

 お姉さんが仕切って、２人だけを通した。 

 その２人が両側からあたしの足をつかんで、

大また開きさせた。 

「じゅんかつしてあげるね」 

 お姉さんが小ビンからトロッとした液体を

スリコギにたらして、ニュルニュルとまぶし

た。 

 その上へ下ろされていく。テイコウしても

オトナ３人の力には適わないし、１００万円

のために、あたし自ら進んで（だったかなあ？）

出演を引き受けてるんだ。テイコウして泣き

さけぶのも、親分に言わせると「絵」になる

らしいけど。そっちの方がはずかしい。 

 ブルマはぬいだままで、体そう服の上だけ

っていうのも、スッパダカよりはずかしい。 

 ニョルンと、太い方のスリコギがマンマン

に入ってきた。ちっともいたくないどころか、
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なんか気持ち良い？ 

 小さい方のスリコギが、おしりに当たった。

でも、アナルの位置から少しずれている。 

「いたいです。アナとずれてます」 

「おお、そうか」 

 親分がひざであたしのコシをおした。ます

ますずれる。ひざを放して身体全体を後ろへ

下げて。また、ひざでコシを前へおす。 

 ユッサユッサと小きざみにゆすぶりながら、

じわっとあたしを下げていく。 

 ズボ……すごい勢いで、アナルにスリコギ

がつき差さった。 

「いたいっっ……！」 

 最初にアナルをチンチンでつらぬかれたと

きと同じゲキツウとシャク熱。 

「勲雄のチンポよりか、ずっと小さいんだ。

おおげさにわめくな」 

 あれとこれとは、全然ちがう。マンマンに

入ってるスリコギにこねくられながら、アナ

ルまでこねくられる。２本のスリコギにサン

ドイッチにされて、ふたつのアナの間の肉が

おしつぶされてる。 

「なかなか入っていかねえな」 

 でしょ。無理なんだよ。 
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 でも……ミシミシギチギチと肉をきしませ

ながら、だんだんとスリコギが身体のおくま

でおし入ってくる。 

 とうとう、あたしのおしりがシーソーの丸

太に乗っかってしまった。 

「転落したら命にかかわるからな」 

 コシにナワをまかれて、後ろのハンドルに

しばりつけられた。両手は前のハンドルに。 

 サオ役さん２人が反対側でシーソーをおし

下げた。 

 グウウンと、あたしは２メートル以上も持

ち上げられる。ジャングルジムほどじゃない

けど、まわりにワクがないから、かえってこ

わいほどに絶景かな。 

 シーソーの反対側に、大きな岩が乗せられ

てしばりつけられた。親分が手応えをたしか

めて、小さめの岩が追加された。 

 シーソーから完全に手がはなされて。じわ

あっと、あたしの側が下がっていく。だんだ

ん加速がついて。 

 ドンッ！ 

「ぎゃああああっっっ！」 

 アナのおくまでショックがつきぬけて、い

たいばっかりの電ゲキが１千万ボルト。 
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「ひいいい……」 

 悲鳴交りのうめき声が止まらない。 

「だいたいのつり合いはとれているな。ひと

りでギッコンバッタンして遊べ」 

 じょうだん。こんなゲキツウを自分で自分

にあたえろっていうの？！ 

 そうでもないかな。ひとりで地面をけった

くらいじゃ、あんなに高くは上がらないだろ

うし、着地のしゅん間に足を曲げてショック

をやわらげれば良いんだ。 

 おそるおそる、地面をけってみた。ちょこ

っとうき上がって、すぐに着地。 

「もっと大きくゆらせ」 

 足を開いて強くけった。 

 ビリリ……電気が走った。せいぜい１千ボ

ルトくらいだし、６百ボルトくらいは快感が

混じってる。電気の余音が消えたころに着地。

そろえてのばした足が地面にふれたしゅん間

にひざを曲げて……３千ボルトくらいの感電。

ひざのクッシンと開へいにつれて、マンマン

とアナルの中でスリコギが動いた――実際に

動いたのは、あたしのコシだけど。 

 わりと気持ち良かったので、今度は思い切

り強くけってみた。 
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 グウンと身体がうき上がって、前のめりに

なって、その分、スリコギに前後をこねくら

れた。 

「あんんっ……」 

 快感だけの１千ボルトが走った。 

 シーソーが下がり始めると、身体が後ろへ

かたむいて、また１千ボルト。うまく着地し

たけど、足を開いて走った電気が、これも快

感だけの５百ボルトくらいかな。 

 次は、思い切り強くけったのは同じだけど、

わざと身体を大きく前へかたむけた。 

「あんんっっ……」 

 ２千ボルトだ。 

 着地のときには、足の力をぬいて、丸太の

はしを地面にぶつからせてみた。 

 ズウンとつき上げられて、１万ボルト。い

たかったけれど、おなじくらいに快感もあっ

た。ので――力いっぱいにけって高く上がっ

て、とちゅうで前後に身体をかたむけて、着

地は足に力を入れない。ズウンとつき上げら

れると同時に、足が強制的に曲げられるから

……ああん、いたいけど快感だよ。 

 あたしは何度も何度も、夢中になってシー

ソーをくり返した。 
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 ストップがかかったときには、頭の中に白

いモヤがたなびいてた。 

「１時間の休けい。昼飯だ」 

 キャラバン車からお弁当が運び出されて、

みんなに配られた。 

 あたしは食事の前に。マンマンとアナルを

中心に身体をふいて。タオルが茶色によごれ

たのが、一番はずかしかった。なんで、今日

はカンチョウをしてくれなかったんだろ。ス

リコギとあたしの身体がよごれるのは、かま

わないんだ――ちょっとスネた気分。 

 お弁当は、と中の駅で買いしめてきた、ま

くの内。ちゃんと、土ビン形プラスチック容

器のお茶も付いてた。 

「ユウはたくさん運動して、のどがかわいて

るだろ」 

 あたしだけ、カンジュースをもらった。親

分に名前をよびすてにされたのは初めて。オ

マエってよばれるよりは、うん、うれしいか

な。ユウちゃんよりも、かもしれない。 

 食後の（オトナは）一服が終わると、パー

ト・ツーのさつえい。今度はサオ役さん全員

と、最初はやっぱりフィールドアスレチック

から。 
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 全員が一糸まとわぬハダカになって。あた

しは素足だけど、サオ役さんは一足まとって

る。 

 遊具に囲まれた草地の広場でおにごっこ。

ただし、ふつうとは逆で、オニが６人 、子が

１人。大のオトナがにげ回る小ムスメをつか

まえて……ムニャムニャ。 

 さっさとつかまって、さっさと犯されてや

れ。と、良からぬ（？）考えでいたのに。 

「おまえは、体育だけ
．．

は５なんだってな。つ

かまるまで１０秒毎に１千円の賞金を出して

やる。現金だ」 

 ５分間にげ切ったら、３万円。このうらビ

デオのさつえいが終わっても、借金は２００

万円も残る。焼石に水だけど。借用書の書き

変えでなく現金ってのが味力だ。ここのとこ

ろ、お小使いをもらってないし、あたしにと

っては、１分の６千円でも大金だよ。 

 この際、「体育だけ
．．

は」なんて、小バカにさ

れたっていいや。事実だもの。 

 ５メートルほどはなれて、あたしを６人が

円形に囲んだ。こんなの、にげられっこない

――ことは、ない。直径１０メートルなら、

円周は３０メートル。６本の植木算だから、
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間かくは５メートルもある。フェイントです

りぬけてやる。 

「ヨーイ、ドン」 

 ストップウォッチをにぎった親分のかけ声

で、６人がいっせいに………じわじわと輪を

ちぢめてきた。間かくがせばまるのは、まず

い。 

 くるっと向きを変えて、目の前に見えたや

つに向かってとっ進した。 

「わああああっっ！」 

 そいつは足をふん張って両手を広げ、あた

しを受け止める構え。 

 あたしは両側の動きに注意を向けているひ

まはない。そいつの左側へ、ヘッドスライデ

ィング。 

 ズザザッッ……いたい！ 

 草っぱらだから思い切ったんだけど、ハダ

カでは無茶だった。でも、とっさのもくろみ

通り。正面のやつは動けない。 

 横をすりぬけて、ヘッドスライディングの

勢いを残して前へ転がって、素早く立ち上が

った。そのままにげようとしたんだけど。 

「おりゃあ！」 

 左にはなれていた人が飛びかかってきて、
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足をつかんで引きたおされた。 

「回転レシーブの真似事だろうが、こっちは

ラグビーできたえたタックルだぜ」 

 いかにもスポーツマン体格のお兄さん。別

の時と所なら、素敵なお兄さんだなと思うか

もだけど、今はきらいだ。 

「１５秒。賞金が１５００円ではかわいそう

だから、１万円をはずんでやろう」 

 親分が声高らかに、ふくみ笑いしてる。 

「ボクには賞金が出ないんですか？」 

 ラグビーのお兄さんが、負けない大声でた

ずねる。 

「分かり切ったことを聞くんじゃねえ。その
．．

ため
．．

に集めたおまえ等じゃねえか」 

「あ、やっぱり。それじゃ、遠りょなく」 

 ラグビーお兄さん（面どうだから、ラグビ

ーさんでいいや）は、うつぶせになってるあ

たしのコシをつかんで持ち上げて……あたし

の足の間にわりこんできた。 

 ああ、やっぱりか。もう、おびえたりはし

なかった。身体を強張らせてたら、いたみが

増すだけなので――好きにしてちょうだい。

グテッとだつ力した。 

 あれ……？ 
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 思ってたよりも、ずっと高く持ち上げられ

た。自分の足で立ってなきゃいけない。ほと

んど前くつ運動。 

 ペッ…… 

 息といっしょにツバをはきかけられた。別

にケンカを売ってるとかじゃなくて、マンマ

ンをぬらしてチンチンをつっこみやすくした

んだ。でも、すごくブジョクされた気分。 

 ズンッッ、ニﾞュグウ……チンチンが一気に

おくまで進入してきた。ツバのおかげで、ま

ったくいたくない。ちょっとくすぐったくて、

ちょっと気持ち良いかな。身体の中におし入

ってくる岩感には、まだ慣れないけど。 

「ひとりじめは、ずるいぜ。オレがブロック

したから、そっちへ転げこんでくれたんだろ」 

 あたしがとっ進していった相手が、不平を

言った。 

「ん？ ああ、どうぞ」 

 答えると同時に、ラグビーさんはあたしの

かみをつかんで、ななめ後ろへ引っ張った。 

「いたい……」 

 もっと大切にあつかってよという意味の

「いたい」だった。スリコギをマンマンやア

ナルに入れるのとは、言葉は同じでもいたさ
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のケタがちがう。 

「いたいなら、自分で動けよ」 

 さらに引っ張られて、あたしは上体を水平

まで起こして、かみを引っ張られる方へ頭を

もたげた。 

「なるほど。そういうことか」 

 どういうことかは、すぐに分かった。 

 デスター総統バンザイのチンチンが、口元

につきつけられた。 

 前門のトラ後門のオオカミってやつだ。

後門
アナル

は空いてるけど。 

 セックスとフェラチオを同時に、か。きっ

と「絵」になるんだろうな。マンマンとアナ

ルみたいにとなり合ってはいないから、あん

なにきつくはないだろうし。 

 ブロックさん（？）は、おそるおそるみた

いな感じで、それでもチンチンを根元まであ

たしの口へおし入れた。 

 ブロックさんが目の前に立ってくれたので、

コシにしがみついた。 

 なめたりすったりしなくちゃいけないんだ

なと思ったけど。始める前に、ブロックさん

が自分でチンチンを出し入れし始めた。 

 これは、楽で良いや――と、思ったけど。
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自分で加減ができない。のどのおくまでつっ

こまれると、ゲエしそうになる。 

「おっと。こっちも負けちゃらんねえな」 

 ラグビーさんも、チンチンを出し入れし始

めた。 

 両手でツインテールをにぎったままだから、

引っ張られて頭をガクガクゆすぶられる。口

の中のチンチンが、前後だけじゃなく上下に

も暴れる。 

「むﾞぶ……もﾞぼおﾞおﾞおﾞ……」 

 苦しい。ツインテールなんか放っといて、

クリトリスをつまんでこねくってほしい。で

も、口がふさがってるので、しゃべれない。 

 なんとか分かってくれないかなと、おしり

を左右にふってみた。 

「おほお。感じてるのか。とんでもないガキ

だな」 

 ズンズンズンと、はげしくつかれた。 

 しょうがないや。これは、お仕事なんだ。

お仕事って、楽しいもんじゃないよね。 

 何十回か、身体を前後にはげしくゆすぶら

れて。マンマンはちょっぴり気持ち良くて、

フェラチオは気持ちが悪いだけ（と、息苦し

い）。２人とも、さっさと終わってくれた。口
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の中に出された精液は、はき出すのはお作法

に反するってお姉さんにたしなめられて、ゴ

ックン。２度目だけど、まったく慣れない。

味はそんなにしないけど、のどがイガイガに

なるのが気色悪い。 

 おにごっこのシーンが短いと親分が判断し

て（あたしも、そう思う）。今度は、あたしも

サオ役さんも賞品無しでさつえいした。あた

しを半円形に取り囲んで。いっせいにつかま

えに来たから、開いている方へにげて。どっ

ちも気合が入らなくて、チンタラにげてチン

タラ追いかける。 

 なんかさあ。こういうのって、アニメとか

ＣＭであるよね。「わたしをつかまえて」って

女の人がにげて、男の人が追いかけて。ウフ

フとかアハハってやつ。背景は海辺の夕日だ

ったりするやつ。あれは、男女のアベックだ

けど。 

 これで、親分とカメラマンさんの言い方だ

と――シャクをかせいだ。 

 チンタラオニゴッコは、つかまってもセッ

クスにはならなかったので、すぐに次の遊具

――は、箱ブランコ。ベンチが向かい合って

て、ゆれ動くゆか板でつながってるやつ。サ
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オ役のひとりがリンクキコウとか言ってた。 

 あたしがゆか板に四つんばいで乗って。両

側のベンチにサオ役がひとりずつすわった。

目の前に、ボッキ（というんだそうだ）した

チンチン。またしても、前門のトラ後門のオ

オカミ。 

 今度は、本当の後門にチンチンを入れられ

た。そんなにいたくも熱くもなかった。慣ら

されちゃったのかな。それとも、さっき前門

にチンチンを入れられて、こねくられて、ち

ょっとはＨな気分になってるせいかな。 

 とにかく。お口とアナルにチンチンを入れ

られて。サオ役さんが、ブランコをこぎ始め

た。積極的に身体をゆするから、自然とチン

チンが出入りする。だけじゃなくて。ブラン

コがゆれ始めると、ゆか板が前後に動くし、

ベンチもかたむく。 

 すわってる人は平気だろうけど、ゆかで四

つんばいのあたしは、頭が（おしりも）上が

ったり下がったり。サオ役さんのコシの動き

よりも大きくチンチンが出入りする。そして、

こねくられる。 

 ゆれがどんどん大きくなって、あたしは乗

り物よいしそうになった――ところで。 
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「ちっと、もだえ方が足りねえな」 

「クリちゃんをかまってやらないからよ。あ

なたたち、お豆ちゃんをいじってあげて」 

「おっと、わすれていた」 

 アナルに入れているほうのサオ役さんが、

コシの動きを止めて、クリトリスをまさぐっ

た。 

 つままれただけで、１０万ボルトくらいの

電気が走る。 

「んんっ、んんん……」 

 口にチンチンをつっこまれてるせいで、鼻

声になっちゃった。 

「おおっ……一丁前にしめつけてくるね」 

 オマタがキュンッてしたのは、あたしの感

覚だけじゃなくて、キン肉も反応したんだ。 

 マンマンをキュッとしめると、男の人は気

持ち良くなる。もしかしたら、重要な豆知識

かもしれない。つらくて早くやめてほしいと

きは、しめつけて気持ち良くさせて、とっと

と精液を放出してもらう。放出したら、男の

人はすぐにはなれてくれるから。 

 使えない豆知識だ。クリトリスを可愛がら

れたら、早くやめてほしくなくなるもの。 

「オレも応演しよう」 
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 あたしの前にすわってフェラチオをさせて

いるサオ役さんが、身をかがめて――あたし

の、ささやかなチクビを二つともつまんだ。 

 クニュクニュと指のはらで転がされて、こ

っちも１万ボルトくらいの電気。 

「んﾞんﾞんﾞ……んﾞんﾞんﾞーっ！」 

 すごくカイカン。アナルはちょっとだけい

たいけど、それがおしる粉のかくし味の塩み

たいになって、カイカンがはね上がる。 

 だけど、１００万ボルトとかにはならない。

マンマンにチンチンが出入りするピッチがお

そいせいかもしれない。 

 それは、サオ役さんも同じみたい。じきに、

ベンチからコシをうかして。ブランコのゆれ

よりもずっと速く、チンチンを出し入れし始

めた。そして、すぐに放出した。 

「うげ。よごれちまった」 

 アナルに入れていたサオ役さんが、ぼやい

た。 

 まさか、ウンチの付いたチンチンをおそう

じフェラ……は、させられずにすんで、ホッ

とした。 

「数が足りねえな。秀 英
しゅうえい

、やってくれるか？」 

「ありがてえ。これで、社長とアナ兄弟にな
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れます」 

「アホウ。てめえは、ケツマンコだ」 

 なんか、良く分からないやり取りだった。 

 また、臣大シーソー。 

 でも、スリコギの二番せんじではなくて。

サオ役のひとりが、真ん中であお向けになっ

た。手を頭上へのばしてハンドルをつかみ、

足を反対側のハンドルへ引っかけた。 

「またがって、自分ではめろ」 

 すごく（というほどでもない？）イヤな予

感。とにかく、言われた通りにする。最初の

さつえいで、後ろ向きは不評だったから向か

い合ってまたがった。 

「身体をたおせ」 

 平らなゆかじゃなくて丸太なので、手の置

き所がない。のは、すぐに解決した。６人目

のサオ役さんがシーソー（と、あお向けのサ

オ役さん）をまたいで立った。あたしは、そ

のコシにだきついて、言われなくてもチンチ

ンを口に入れた。 

 秀英とよばれた年下皮ジャンさんが、あた

しの後ろに立った。やっぱりだ。ちょっとイ

ヤな予感は当たってた。アナルへチンチンを

入れられた。 
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「むぶううう……」 

 ちょっといたくて、ちょっと熱くて。オマ

タもおなかもギチギチのパンパンって感じ。

スリコギ２本よりもきつい。 

 親分の指示で、足をうかして丸太にからめ

ると、さらにきつくなった。 

 でも、ねそべってるサオ役さんが、マンマ

ンへ手をのばしてクリトリスをいじってくれ

たので、ギチギチのパンパンも、そんなに苦

にならなくなった。 

 もうひとりのサオ役さんも、チクビをかま

ってくれる。 

「それじゃ、エクスタシーソーの始まりだ」 

 親分の意味不明な号令で――皮ジャンさん

が、あたしのコシをつかんで、ひざをクッシ

ンさせ始めた。それにつれて、シーソーがギ

ッコンバッタンする。 

 ズンッ……あたしは足を丸太にからめてる

ので、シーソーの着地のショックでもろにつ

き上げられる。 

 グニﾞュンﾞ……シーソーがうき上がるにつ

れて、下の人が向こうへずれて、あたしはコ

シをつかまれているので動けずに、マンマン

がチンチンにこねくられる。あたしが前のめ
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りになるから、口の中のチンチンがいっそう

深くのどをえぐる。 

 ニﾞュグンﾞ……シーソーが下がるときは、

その反対。 

 箱ブランコより、もっとゆっくりだから、

チクビとクリトリスを可愛がってもらっても、

そんなに気持ち良くない。カ・イ・カ・ンど

ころか、快感と言うもおろかなり。フキンシ

ンきわまれり、だよね。こんなときに、ママ

のおそう式のときのお経を思い出すなんて。 

 あわれというも中々おろかなり……アナか

しこアナかしこ。 

 思い出しちゃったものだから。一気に、ワ

レに返っちゃった。なにが「アナかしこ」な

のよ。ものすごく悲しくなって……ナミダが

止まらない。 

「これはこれで……楽しそうだったのは、実

は強制された演技で、その内面は……そうい

う方向へ持っていけますね」 

 カメラマンさんが、勝手なことを言ってい

る。 

「思い絵書いていたストーリーとちがってく

るが……まあ、機道修正も悪くねえかな」 

 さっぱり分からないけど。泣いたら泣いた
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で、それも利用されるんだ。それだけは分か

った。 

「それじゃあ、機道修正ついでに、こんなの

はどうだろうな？」 

 親分がカメラマンさんに耳打ち。 

「面白いですね。でも、あれをバラすのは大

変でしょう」 

「こんなこともあろうかと。準備万単おさお

さおこたりねえやな」 

 思い出した。３号さんも同じ言い回しをし

てた。たしか、男子がもり上がってたアニメ

の決めセリフじゃなかったっけ。 

 かっこいい（？）セリフのわりに、注車場

のベンツから年上皮ジャンさんが取って来た

のは、スパナとかノコギリとか。親分みずか

ら工具を手にして、２人の子分にも手伝わせ

て、ジャングルジムの一部をこわし始めた。

いずれは全部取りはらって別そうを立てるん

だから、かまわないんだろうな。 

 ジャングルジムの外側、中のワクを何コマ

か取りはらった所に向かって立って、あたし

はしばりつけられた。上体を水平にたおして

両手を広げて、後ろ向き。両足も開いてしば

りつけられて。おしりを後ろへつき出した、



- 118 - 

 

まるで「ここへチンチンを入れて」って、さ

そってるみたいなポーズにされた。この形を

ギロチン張り付けというんだそうだ。 

 全然ちがうと思う。世界史なんか習ってな

くても、マリー・アントワネットは『ベルイ

サユのバラ』で知ってる。 

 そんなことは、二の次の次の次だ。あたし

の目の前のジャングルジムはコマがなくなっ

て、人間が立っていくらかは動ける空間にな

っている。これまでにされたことを考えれば、

これから何をされるか、明白だった。 

 でも、６人（年下皮ジャンさんを数えれば

７人）とも、すでに精液を放出している。オ

シッコとちがって、出してすぐに、また出せ

るんだろうか。なんて、あたしが心配するこ

とじゃない。 

 最初にあたしを犯した（のか、可愛がった

のか、いじめたのか）２人が、あたしの前後

に立った。さっきとは逆で、正面がラグビー

で後ろがブロック。年上の人たちだけど、も

う「サン」付けしたくない。 

 あっさりと、後ろからマンマンに送入され

た。この形を立ちバックというのは、前にお

姉さんから教わってる。 
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 前に立っているラグビーのチンチンは、く

ちびるにおしつけられて素直にくわえた。 

 ズニュズニュ、ゆさゆさ、ジュブジュブ…

… 

 身体が前後にゆさぶられ、マンマンと口の

中でチンチンが出入りする。もう、ちっとも

いたくないし、口の中の気色悪さにも慣れた。

マンマンは、ちょっとは気持ち良い感じだけ

ど、電気にたとえるなら１００ボルトかな。 

 本当に感電したら１００ボルトでも死ぬけ

ど、これは１００万ボルトとの比かくだから。

でも、他のことでは感じられない気持ち良さ

だから、まあいいか。何がいいんだろ？ 

 最初に比べると、２人ともなかなか放出し

なかった。１０分近くかかったんじゃないか

な。口の中に出された精液は量が少なかった

し、舌ざわりもうすかった。ので、ゴックン

しても、のどがイガイガにならなかった。 

 ２番手は、箱ブランコのふたり。クリトリ

スとチクビを可愛がってくれたから、期待し

てたんだけど。 

「いぎいっっ」 

 マンマンじゃなくて、アナルに入れられた。 

「もﾞぼおﾞおﾞ……」 
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 ほとんど同時に、口にも強引につっこまれ

た。 

 パンパンパンパンパンパン…… 

 じゅぶじゅぶじゅぶじゅぶ…… 

 ものすごい勢いで、前も後ろも出し入れさ

れる。 

 ちっとも気持ち良くない。いたくて熱くて

ゲエしそうになった。 

 でも、３分くらいで終わってくれたので、

ホッとした。 

 まったく休ませてもらえずに、シーソーの

３人が、あたしを囲んだ。 

「お願いです。チクビとかクリトリスとかも、

可愛がってください」 

 してほしいことは、ちゃんと言わないとね。 

「それは無しでいってください」 

 カメラマンの冷たい指示。 

「いやがっている少女を暴行するコンセプト

で行きます。アヘられたら台無しですから」 

 ちぇええ……どころじゃなかった。 

「それじゃ、本当の意味で泣かしてやりなさ

いよ、岩下
いわした

さん。ユウちゃんの望み通り、チ

クビとクリトリスを可愛がってあげなさいよ。

コンセプトにしたがってね」 
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「へ……？」 

「つまりね……」 

 お姉さんは、あたしに横から近づくと――

チクビにつめを立てて、１８０度もねじった。 

「いたいっっっ……！」 

 するどいゲキツウが、チクビで暴発して頭

の天辺でまでつきぬけた。 

「分かった？」 

 年下皮ジャンさんは親分をふり返った。親

分は苦笑しながらうなずいた。 

「いいんですね？」 

 念をおしてから、年下皮ジャンさんは、あ

たしの横に立った。 

 他の２人が、それぞれにあたしのアナルと

口にチンチンをつっこんだ――ところで、カ

メラマンが、ダメを出した。 

「ヴァギナの方にしてください」 

 少しはマシかなと、落とした１円玉を拾っ

てくれたくらいには感謝したけど。とってお

きの５００円玉をふんだくられた気分になっ

た。 

「アナルには、これを入れましょう」 

 シーソーに取り付けられてたスリコギの、

太い方。それをアナルに送入された。細い側
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を入れられたのかな、わりとかんたんに入っ

たんだけど。おしこんでいる手がはなれると、

ニュルンとぬけ出そうになる。のは、マンマ

ンに送入した人が手で支えた。 

 その作業（？）が終わってから。年下皮ジ

ャンさんは、二つのチクビに軽くつめを立て

た。これくらいなら、いたくもかゆくもない

んだけど。 

「それじゃ、この絵がクライマックスだな。

気合を入れて、ギャン泣きさせてやれ」 

 親分が非道いことを言った。あたし、親分

をきらいになった……あれ？ それじゃ、こ

れまでは好きだったってこと？ まさかね。

パパに借金を重ねさせて、ママのわすれ形見

の家を取り上げようとしてた人だよ。あたし

をうらビデオ女優に仕立てた人だよ。 

 なんて、余計なことは考えられなくなった。 

 パンパンパンパン。ニュブニュブニュブニ

ュブ。マンマンと口の中でチンチンが暴れ始

めた。後ろからマンマンを犯している人のお

なかが、スリコギをおしこんでくる。それも、

いたいんだけど。 

 チクビにゲキツウが走る。身体が前後にゆ

れて、チクビが上下に引っ張られて、ゲキツ
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ウが１００万ボルトにはね上がった。 

「もﾞぼおﾞおﾞおﾞ……んﾞみﾞゃあﾞっっっ！」 

 車のクラクション以上に大きい（かもしれ

ない）悲鳴は、チンチンにふさがれて……そ

れでも、ふつうの大声くらいのボリュームだ

ろう。 

「秀英、情けをかけるな。急所をわすれてい

るぞ」 

「手は３本もないわよ。わたしも手伝ってあ

げる」 

 お姉さんが、あたしをはさんで年下皮ジャ

ンさんの真向かいに立った。 

「ちょっとストップ。ゆれてちゃ、うまくつ

まめない」 

 ２人の動きが止まって。お姉さんがワレメ

を逆なでしてクリトリスをさぐり当てた。 

「ひいいいっっっ！」 

 ハリをつき差されたんじゃないかと思うほ

どのゲキツウが暴発した。女の人ってつめの

手入れをしてるから、それだけ先単がするど

くなってるんだろう。 

「はい、ＯＫ。うんとはげしくピストンして

あげてね」 

 パンパンパンパンパンパン…… 



- 124 - 

 

 じゅぶじゅぶじゅぶじゅぶ…… 

「んﾞみﾞいﾞいﾞいﾞいﾞっっっ……もﾞぼおﾞ

おﾞおﾞっっ……！」 

 アナルのいたみも、口の中の気色悪さも、

チクビのゲキツウさえも、どこかへ消し飛ん

でしまった。クリトリスのマイナス１０億ボ

ルトの大々々ゲキツウだけしか感じられない。 

 ナミダがボロボロこぼれるというか、あふ

れる。 

「いやあっ！ これだけは許してください！」 

 あたしは顔を左右にふって、なんとかチン

チンをはき出した。絶きょうでうったえた。

お願いした。 

 でも、聞いてもらえなかった。 

 頭を両手でおさえこまれて、またチンチン

を口におしこまれた。 

「んﾞぼおﾞおﾞっ……んﾞみﾞゃあﾞあﾞあﾞっっ

……！」 

 あたしのくぐもった悲鳴は、アスレチック

フィールドの広い空間に、ただすいこまれて

いくだけだった。 
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積極的な口止め 

 

 ずいぶんと非道いことをされたと思ってい

たけれど、数日も経つと、最初と２回目との

方が、ずっと心のキズが大きいと思うように

なった。 

 フィールドアスレチックでのさつえいは野

外だったから、はずかしさは一番だったし、

それまでは共演（？）男優が１人だったのに、

７人にも増えて、それだけたくさんセックス

をさせられたけど。「初めて」は、何もなかっ

た。いわば応用問題みたいなもの。基本が分

かっていれば、必ず解ける。 

 チクビとクリトリスを、あんなに残逆にい

じめられたのはショックだったけど。なんで

かな。あのときのことを思い出すと、そこが

ジンジンしてきて……自分でいじっちゃうん

だ。そうすると、１万ボルトくらいのスパー

クが発生して、むね全体がキュウンとなって、

マンマンからねばっこいあせ（？）がにじみ

出る。 
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 月曜日は学校を休んだ。マンマンとアナル

がヒリヒリズキズキしてたので、絶対に変な

歩き方になると思ったから。あたしが休んで

いるのはさつえいのせいだし、その大元の原

因を作ったのはパパ――は、さすがに外出（パ

チンコか競馬か競輪）せずに、ハレモノにど

うやってさわったら良いかオロオロして、ず

っとテレビを観ていたんだろう。あたしは、

部屋にとじこもってたから。 

 火曜日からは、（無理にでも）ケロリとして

登校。学芸会に向けての練習も本格化してき

て学年ごとに下校時間がずれてきたので、集

団下校は中断された。低学年の子だけは６年

生の一部が付きそってグループ下校だけどね。 

 土曜日の放課後は、１時間ほどクラス発表

の演げき『こんきつね』の練習があって。そ

れから１時間は、グループごとの出し物の準

備。あたしは、ユニちゃん他５人で出すモギ

店の商品をせっせと作った。といっても、男

子の発案で「中返り飛行機」とか「ぶっ飛び

アロー」なんて折り紙飛行機と、輪ゴムをつ

ないでわりばしにくくり付ける「カタパルト」

だから、折りヅルやマリよりもかんたんだけ

どね。 
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「飛ばしてみて調整しよう」 

 自分で作った紙飛行機を手に、てんでに校

庭へ――行くと中で、６年生の垣井
かきい

翔太
しょうた

さん

に声をかけられた。５年生でとなりのクラス

の三田
み た

秀夫
ひでお

くんと原田
はらだ

智紀
ともき

くんもいっしょだ

った。 

「ナイショの話があるんだけど、来てくれる

かな」 

 なんだろう。３人ひとかたまりなら、告白

とかじゃないよね。 

「今いそがしいので、こまります」 

 垣井さんがあたしの耳元にささやいた。 

「ちょっとだけだから。ショウコウジョ、ユ

ウちゃん」 

 頭が真っ白。心ぞうがでんぐり返った。 

 手を引っ張られても逆らえなかった。ユニ

ちゃんたちの目線も気にしているどころじゃ

なかった。 

 連れてかれたのは、こういう場合（どうい

う場合か分かってない）の定番、校舎のうら

側。 

「オレ、見ちまったんだよ。『しょうこうじょ

ユウ～ミシオのハカ』って、キミのことだろ？」 

 未潮はミチョウって読むそうだけど。茶末
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事だ。 

「だったら、どうだっていうの？ 先生に言

いつけるつもり？」 

 しらばくれてもムダだと思ったから、ふだ

んの可愛い子ぶりっこ（してるつもり）はや

めた。 

「言いつけるか言いつけないかは、ユウちゃ

んの出方次第だね」 

 これまでで一番ムシズの走る「ユウちゃん」

だった。あたしは垣井くんをにらみつけた。 

「オレたちにもハダカを見せてくれよ。そし

たら、先生にも親にもだまっといてやる」 

 クソ親父に言いつけられたって平気だけど。

先生は、まずい。 

 ああいうことをするのは、不良少女だ。シ

セツに入れられたりしたら、残り二百万円を

返せなくなる。ママの家を取り上げられてし

まう。 

 あ、でも。 

「そのビデオ、どこで見たの？ ビデオ屋さ

んでは売っていないし、売っててもあなたに

買えるはずがないでしょ。お父さんがかくし

持っているのを、ぬすみ見したんでしょ。言

いつけるわよ」 



- 129 - 

 

 反げきは、まずかったみたい。 

「いいぜ。言いつけてみろよ。オレはおしり

ペンペンくらいですむけど、おまえはタイホ

されちゃうぞ」 

 ギクッとした。それは、まったく考えてい

なかった。あんなビデオって、ワイセツ物だ

よね。ケイサツに言いつけられたら、タイホ

されて、シセツどころじゃない。けい務所へ

入れられちゃう。 

 くそ。こいつらの言いなりになるしかなさ

そうだ。 

「分かった。ハダカを見せれば良いのね？」 

 あたしは、服をぬぎにかかった。そしたら、

３人が３人とも、あわてて止めた。 

「ここじゃこまる。いっしょに家まで来てく

れよ」 

「あなたの家へ？ それこそ、家の人に見つ

かるでしょ」 

「だいじょうぶ。うちは共働きで、父さんは

夜まで帰らないし、半ドンでも母さんはかえ

って急がしいくらいなんだ」 

 つまり。だれもいない家で、じっくりとあ

たしのハダカを見たい（だけかな？）という

ことだ。見られようとさわられようと、かま
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やしない。どうせ、オトナの男どもによごさ

れてしまった身体だもの。 

 とつ然にグループからぬけたりしたらあや

しまれるから、モギ店の準備は最後まですま

せてから。校門で待っていた３人……じゃ、

なくなっていた。 

 ６年生の玉瀬
たませ

雅樹
？ ？

、５年生の市野
いちの

文武
ふみたけ

、

篠田
しのだ

仁志
ひとし

、木末
きすえ

虎三
とらぞう

の４人が増えていた。名

札にフリガナまでは書いてないから、（同学年

の子は、だいたい覚えてるけど）雅樹をなん

て読むのかは分からない。どうでもいい。 

 全部で７人か。フィールドアスレチックの

サオ役（＋年下皮ジャンさん）と同じ人数だ

な。なんとなく、そんなことを思った。 

 ７人は、にがしてたまるものかって感じで、

あたしを取り囲んた。まるで、ＶＩＰか強悪

犯かってあつかいだ。 

 あたしの家は学校の南方向だけど、智紀く

んの家は北東。 

「おじゃまします」 

 だれもいないのに（いたらこまるのに）、み

んなわざわざあいさつしてから家に上がった。

さすがに智紀くんは「ただいま」なんて言わ

なかったけれど。 
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 なるほど、これは夫婦共働きじゃないとロ

ーンを返せないだろうなってくらいの広さだ

った。ので、リビングルームも広かった。あ

たしんちはＬＤＫってくらいだから、リビン

グとダイニングとキッチンとが、智紀んちの

リビングルームと同じくらいの部屋にひとま

とめ。 

 その広いリビングルームで、下校時と同じ

くらいの間かくで取り囲まれた。 

「もっと広がってよ。ソファーだって、ある

じゃない」 

 ７人をちょっとだけ遠ざけて。あたしは、

とっとと服をぬいだ。親分とか３号お姉さん

とかだったら、「色気が足りない」とか「もっ

とはじらいを」とかダメ出しをすると思うけ

れど。この７人は、それどころじゃないよね。 

「これで満足した？」 

 両手をコシに当てて、気取ってみせた。実

は、ものすごくドキドキしてる。さつえいは

ビジネスで、これはプライベート。というだ

けでなく。同じ年ごろの男子にハダカを見ら

れるのは、うら女優になる前と同じくらいに

はずかしい。 

「そそ、それくらいで……満足するかよ」 



- 132 - 

 

 垣井くんが、しもろどもろで言い返した。 

「もっと良く見せろよ」 

 あ、これは、もしかして。あたしが主導ケ

ンをにぎれるかもしれない。そしたら、お願

いじゃなくて命令で、口ふうじできるかな。 

「これなら、満足？」 

 ソファーで身を乗り出している垣井の鼻先

へオマタをつきつけて、足もたっぷり開いて

あげた。 

「お、おお……」 

 鼻息が、もろにワレメをくすぐった。ちょ

っと気持ち良いかな。 

 おどされて、いやいやハダカになってるん

じゃなくて、あたしの方から見せつけてやっ

ている。そんな気分になってきた。 

「ボクにも見せてよ」 

「ボクがビデオを見つけたんだから、ボクが

先だ」 

 めんどくさいな。リビングのあちこちに散

らばってる７人に順ぐりに見せてまわるだな

んて。というのは、垣井くんの提案で省エネ

できた。 

 応接セットの小さなテーブルから、タバコ

入れだのペンケースだのをどかして。あたし
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が、その上にねそべった。ひざから先が、テ

ーブルの外にたれる。 

 わっと、全員があたしを取り囲んだ。 

「もっと足を広げてよ」 

 おしくらまんじゅうで、３人ほどがオマタ

をのぞきこむ。 

「こうなってるんだ」 

「まだ毛が生えてないのな。ガキだね」 

「なんか、オシッコのにおいがする」 

 せっかく見せてやってるのに、好き勝手な

ことを言いやがる。 

「なあ。ちょっとさわってみてもいいかな」 

 アジト（？）を提共した智紀くんが、遠り

ょがちに聞いてきた。 

「強白して言うことを聞かせてるのは、オレ

たちだぞ。おうかがいなんて立てる必要はな

い」 

 くそ。垣井くんを何とかしなくちゃ…… 

 ピクッとコシがふるえたのは、いきなりワ

レメに指を入れられたから。でも、ちっとも

気持ち良くない。アナではなくて、そのまわ

りの肉を指先でつついてる。 

「オッパイは、ユニの方がふくらんでるよな」 

そんなことを言いながら、文武くんがむねの
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ささやかなふくらみをつまんだ。 

「ユニちゃんは関係ないでしょ！」 

 思わずさけんで、言い方をまちがったと、

すぐに反省した。「ユニに手を出さない代わり

に……」なんて、強白の材料にされかねない。 

「あたしのハダカで満足しないんだったら、

もういいわよ。見せてあげないから」 

 本気だと思わせるために、身を起こした。 

「おこるなよ。比べるために言っただけだろ」 

「それなら、いいわ。でも、他の子と比べら

れるのはいやだよ」 

 あたしは、またテーブルの上であお向けに

なって。見えやすいようにと、ひざを立てて

コシをうかしてやった。 

「こんなことをしてあげるのは、あたしだけ

なんだからね」 

 それから、ひとしきり。１４本の手が、あ

たしのオマタとむねをさわりまくった。ちゃ

んとアナをさぐり当てて、指を入れてくる子

もいた。チクビをクリクリもんだりひねった

りもする。 

 でも、ちっとも電気が走らない。クリトリ

スを知らない子ばかりのせいかもしれない。 

 たぶん、女の子のワレメを間近に見るのは、
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初めてなんだろう。 

 どの子も、半ズボンの前をつっぱらかして

いるけど、それがどういう意味を持つのかす

ら、知らないんじゃないかな。 

 もしも。ちゃんと精液を放出させてあげた

ら、興味が満足するかな。 

「男の子って、損だよね。Ｈな気分になって

るって、すぐ分かっちゃうもの」 

 右横にいた玉瀬くんの半ズボンに手をのば

して、テントになってる部分をくすぐってあ

げた。 

「わっ……何するんだよ？！」 

 玉瀬くんが、あわてて身を引いた。 

 すごく新先な反応だ。親分でもサオ師さん

でもサオ役でも、ここぞとばかりにおしつけ

てくるんじゃないかな。ウブでじゅん情で…

…ガキだ。 

 感外にひたってるヒマはない。あたしはテ

ーブルからすべり下りた。足元にしゃがみこ

んでいた垣井くんの前にひざまずいた。 

「なんだよ……？」 

 言う前に立ち上がってくれたので、手間が

省けた。半ズボンを一気に、ブリーフもいっ

しょに、ずり下げてやった。 
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 うわ、可愛い？ 

 すっかり、オトナの（ボッキした）チンチ

ンばかり見てきたものだから――ナスビとミ

ニウインナーくらいにちがう。ミニウインナ

ーだから先っぽまで皮にくるまれていて、ち

ょっと皮が余っているのはアサガオのツボミ

みたいだ。 

 このままくわえても良いのかな。試しに、

指でそっとむき下げてみた。 

 クニュンと、ミニサイズのキトウがすがた

を現わしたんだけど。カリクビのまわりが、

つぶれたトウフみたいな白いカスでよごれて

いる。魚のアラがくさったようなにおいがし

ている。 

 テーブルの上からソファーに移したティッ

シュを取って、ぬぐってみた。これ、アカか

もしれない。ふけつなアカまみれのチンチン

なんか、さわるのもイヤだ。 

「ねえ。チンチンをあらってきてよ」 

「……なんで？」 

「いいこと、してあげるから」 

 売り言葉に買い言葉。それとも言葉のアヤ

マチ？ 

 垣井くんは、バタバタと部屋から出て行っ
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て、１分かそこらでもどって来た。下半身丸

出しで、チンチンはぐしょぬれ。いちおう、

白いアカは落ちていた。チンチンはデスター

総統バンザイどころか、外人プロレスラーみ

たいに、イッチバーンしてる。 

 あたしは、また垣井くんの前にひざまずい

たけど、上からくわえるのはむずかしい。の

で、ソファーにすわってもらった。うんと足

を開いてもらって、その間にひざ立ちして。

顔をふせて、真上からチンチンをくわえた。 

「うわっ……何すんだよ？！」 

こうするのよ――と、短いサオをアムアムし

て、小さなキトウをペロペロして、本当に太

い目のストローだなと思いながら、くちびる

とサオのすき間を調整してズゾゾゾゾーッと

すすった。 

「うわ、わわわ……ああっ？！」 

 口の中で、チンチンがビュクビュクッとけ

いれんして。ピュピュッと勢いは一丁前だけ

ど、少量の精液がのどのおくにぶつかった。 

「すげえ……今の、なんだよ？ 何したんだ

よ？」 

 そうか。女の子に初朝があるように、男の

子にも初精（？）があるんだな。 
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 あたしは精液を舌の先に集めて、口を開け

てみんなにも見せた。 

「精液よ。赤ちゃんの種。これが……女子の

マンマンの中で、赤ちゃんに育つのよ」 

 なんかちがってるような気がしたけど。女

子だけの保健授業でも、オシベとメシベしか

習ってない。あ、そうだ。 

「でも、あたしは生理が始まってないから、

いくら種をまいても、赤ちゃんはできないの」 

 最初のさつえいで親分から教わった知識を

ひろうした。 

 赤ちゃんって言葉を聞いたときに、ギクッ

とした顔になってた垣井くんが、ハフウウと

安心のため息をついた。 

 そりゃ、そうだよね。あなたのせいで赤ち

ゃんができちゃった、どうしてくれるの。な

んて、テレビドラマでもやってたものね。あ

れって、つまり、放送はされないけど、ドラ

マのうら側ではセックスをしてるという設定

なんだよね。これからは、シラフでドラマを

見れないや。 

「フェラチオしてほしい子は、チンチンをあ

らってきてね。ちゃんと皮をむいて、キトウ

とカリクビをきれいにしてね」 
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 われ先にと、６人が部屋からかけ出て行っ

た。引き戸の所でぶつかってやんの。 

 こうなったら、とことん仕切ってやろう。 

 ビデオを見つけたと言ってた秀夫くんを最

初に指名した。チンチンをくわえるのと、チ

ンチンがビュクビュクッとなるのが、ほとん

ど同時だった。でも、精液は放出されなかっ

た。あたしが未朝なら、秀夫くんは未精てい

うのかな。 

 次に、アジトを提共した智紀くんを指名し

たら、６年の玉瀬くんが文句を言った。 

「オレのが上級生だぞ。先にしろよ」 

「あんたなんて、ただの野次馬じゃない。野

次馬の中じゃ一番にしてあげる」 

「先ぱい、ごめんなさい」 

 なぜか、智紀くんが謝ってる。 

 そんなことは気にせずに――パックン、ア

ムアムペロペロズゾゾゾゾー。きっちりボッ

キしてるのに、５分以上続けても、ビュクビ

ュクッてならない。 

「もう、いいよ。すごくＨで気持ち良いけど、

後がつかえてるから」 

 玉瀬くんに遠りょしたのかな。 

 その玉瀬くんは、ちっとも遠りょしなかっ
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た。どころか。 

「フェラチオってのは、前技だろ。それくら

いは知ってるぞ」 

 本番のセックスをさせろと要求してきた。 

 まあ、いいか。ていうか。こんな細くて短

いチンチンじゃ、いたくもかゆくも（きっと

気持ち良くも）ないだろうね。 

「うん、いいよ」 

 ３人用のソファーじゃ、背もたれがじゃま

になりそうなので、カーペットの上で、ゴロ

ンとあお向けになった。足を開いて、ひざを

立てて。はい、どうぞ――とまでは言わない

けれど。 

 このリビングルームは、広いだけじゃなく

てゴージャスだ。丸いけい光灯が四つの下に

ガラスのかざりがたれていて、シャンデリア

だ。 

「ねえ、セックスしないの？」 

 いつまでもボサッとつっ立っている玉瀬く

んに声をかけた。 

「お、おう」 

 おずおずと、あたしにおおいかぶさってく

る玉瀬くん。 

 手をそえないでチンチンをワレメにこすり
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つけて――そこから、どうして良いか分から

ないみたい。 

 あれこれ助言するよりも、手っ取り早いや

り方がある。 

「ちょっと、どいて」 

 玉瀬くんをおしのけて。うわあ、男の人を

おしのけようとして、素直に動いてくれたの

は、これが初めてだ。あたしは身を起こした。 

「あなたの方が、あお向けになって」 

 上級生に「くん」付けは失礼だし、でもＨ

なことを強白してくる子に「さん」付けなん

て真っ平。「あなた」で良いよね。 

 素直にね転がってくれた玉瀬くんをまたい

で。 

 うん。大ズモウの仕切の形より、ひざ立ち

からコシを落としていく方が、自分でものぞ

きこみやすいね。 

 左手でチンチンの根元（中ほどまでになっ

ちゃう）をつまんで。ワレメに入れた後はコ

シをゆすって、アナの位置を合わせて。 

 チュルンッて感じで入っちゃった。おし入

ってくる感覚なんて、なかった。 

 だけど、スカスカッて感じでもない。それ

なりに圧白を感じる。細くてもぴったりフィ
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ットして、太くても受け入れてしまう。マン

マンって、遊通無限だ。これが『女体の神ピ』

ってやつかな。 

「うおおおおっ……すげえ。ニュルニュルし

て気持ち良いや」 

 そんなに感げきしてくれると、うれしくな

っちゃう。でも、感げきじゃカイカンの足し

にならないので。 

「ねえ、メスチンポをいじってよ」 

 クリトリスって言っても分からないかなと

思ったら、最初のときに親分が言ってたのを、

自然と思い出した。 

「え……メスチンポ？」 

「ワレメの上のはしっこに、イボみたいなの

があるでしょ。それが、女の子のチンチンな

の。いじってもらうと、すごく気持ち良くな

るの」 

「チンチンなんて、さわりたくないよ」 

 しゅん間湯わかし器のメガトンミサイルが

ドッカン！！ 

「あ、そう。それじゃ、あたしもさわりたく

ない」 

 コシを上げて、チンチンをぬいてやった。 

「ああっ……？」 
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 玉瀬くんが、切なそうな声を上げた。のは、

放っといて。 

「メスチンポをいじってくれる人には、フェ

ラチオをしてあげる。セックスでも良いよ」 

「じゃあ、オレ」 

「ボクが先だよ」 

「ジャンケンで決めよう」 

 われ勝ちってやつよね。なんか、女王様に

なったような気分。 

「待ってよ。あやまるよ。チンチンをなめた

りマンマンに入れたりしてくれてるのに、き

たないなんて思って、ごめん。これじゃ、ヘ

ビの生殺しだよ」 

 せいぜいがミミズのくせに――というのは、

言い過ぎだね。 

 あたしは、もう一回、玉瀬くんを入れてあ

げた。 

 玉瀬くんも右手を上げて、クリトリスをさ

ぐり当てて、おっかなびっくりでつまんだ。 

「あんんんっっ……！」 

 １０万ボルトくらいの電ゲキが走って、コ

シがはねて、おしりがストンと玉瀬くんの太

ももに落ちた。 

 玉瀬くんは、おどろいて手を引っこめたけ
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ど。すぐに興味深々で、またつまんでくれた。 

「何、今の？ 気持ち良かったんか？」 

「うん！ すごくカ・イ・カ・ンだった」 

 サオ師さんにつままれてこねくられたより

も、良かったくらい。あのときは、いたいの

とくすぐったいのと快感とがゴッチャ混ぜに

なってて、それはそれで、ことなる感覚がた

がいを際立たせるっていう――その合計が１

億ボルトだったけど。なんていうかな。おし

るこに塩を混ぜるとすごくあまくなるけど、

雑味っていうか、ちょっとしつこいあまさに

なるよね。 

 だから、この１０万ボルトは、１億ボルト

よりも好きかもしれない。コシガクガクで頭

ポワワンだったら、残り３人の相手ができな

くなる。 

「それじゃ、チンチンを出し入れするから、

クリトリスを引っ張り過ぎないように、コシ

の動きに合わせて手を動かしてね」 

 教えながら。実はあたしはどんなふうにさ

れたいのかが、良くわかった。 

 だけど。ビュクビュクッてするなというの

は無理な注文で。ひざを３回クッシンさせた

ら、そうなって。マンマンの中でチンチンが
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ヘニャッとなっちゃった。 

「もう、いいよ。重たいなあ、どけよ」 

 女の子に向かって「重たい」は禁句だよ。

でも、あたしはおこらない。さっさと、どい

てあげた。男の人が精子を放出したら、人格

が変わったんじゃないかってくらいに、Ｈ気

分もいじめ心も雲散夢消するって、さんざん

学んでる。だから、さつえいのときは助かっ

てる。物足りなく思うときも……ええと、ど

うだったかな。 

 とにかく。次いこう、次。 

 ジャンケンで勝った文武くんに女上位のセ

ックスをしてあげてクリトリスをいじっても

らって。１０万ボルトで２０秒。ビュクビュ

クッとはなったけど、放出はなかった。 

 自分でマンマンに指を入れてみて分かった

んだけど、玉瀬くんも放出してなかった。ま

だ精液が出るところまで成長してないんだ。

バカにしてるんじゃない。あたしだって、生

理がまだなんだから。別の血は、わんさか出

ちゃったけど。 

 それはともかく。仁志くんと虎三くんは、

フェラチオの方の望んだので、ちゃんとサー

ビスをしてあげて、おしまい……には、なら
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なかった。 

「あのさ。やっぱりさ。オレもセックスをし

たいんだけど」 

 垣井くんがおずおずと切り出すと、秀夫く

んも同調した。 

「ボクも、お願いします」 

 わ。男子からケイ語で話しかけられたなん

て、初めて。よしよし、願いをかなえてつか

わす――なんて気分になっちゃう。 

「いいよ。それじゃ、先ぱいからね」 

 あお向けになった垣井くんをまたいで、チ

ンチンをはめて、コシを動かす。ついさっき

放出したばかりだからかな。すぐにはビュク

ビュクッてならない。ひざをクッシンさせて

いると、セックスをさせろと言い出した玉瀬

くんが、またよく張りなことを言いだした。 

「それが終わったら、オレにもフェラチオを

してくれよ。前技じゃないけど、後技ってや

つだよ」 

 ふうう。この調子じゃ、セックスをしてあ

げた子にはフェラチオ、フェラチオの子には

セックスをしてあげなくちゃならないかな。

順ぐりにやってると、時間がかかる。智紀く

んのママが帰って来ちゃうかもしれない。 
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「それじゃ、あたしの前に立って。先ぱいを

またぐことになるけど、いいでしょ？」 

 女上位のセックスをしながら、同時にフェ

ラチオ。犬のセックスの形では、サオ役さん

たちにやられているけど、この形では初めて。 

 ひざをクッシンさせてズニュズニュとチン

チンをマンマンに出し入れしながら、パック

ンアムアムペロペロ。ああ、まだアナルが空

いてるなと思ったけれど、もちろんだまって

いた。ウンチの出るアナにチンチンを入れる

のは、ふつうに考えればエンガチョでビビン

チョだもの。あたしから説得してお願いする

気なんて、さらさらない。 

 垣井くんはクリトリスをつまんで、あたし

の動きに合わせてうでを動かしながら、クニ

ュクニュもしてくれたけど。クッシン運動を

続けてると、物足りなくなってくる。ので、

コシを左右にも（少しだけ）ふってみた。ク

ニュクニュが、クニュルンクニュルンて感じ

になって、１０万ボルトから３０万ボルトく

らいになった。 

「うわ……」 

 垣井くんも気持ち良くなるみたい。 

 セックスをしてる垣井くんが先にビュクビ
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ュクッとなったけど、玉瀬くんはまだ。フェ

ラチオをしながら、下の人に入れ代わっても

らうのはむずかしいし、あまりに流れ作業的

で情ちょがない。玉瀬くんもビュクビュクし

てから、次の２人に取りかかって。 

 おおむね、一発目を放出（空打ちの方が多

い）した順番で、２本ずつをやっつけた。 

 これで満足したでしょ。あたしはバスルー

ムへ行って、シャワーで全身を流して。きち

んと服を着てからリビングへもどった――ら、

なんかモヤモヤっぽい分囲気になってた。 

「これで終わったと思うなよ」 

 垣井くんが、生意気（なんて、下級生がい

うことの方が生意気だけど）な態度にもどっ

た。 

「これからは、オレたちのよび出しに応じる

んだぞ」 

 弱みをにぎられたら、とことんしゃぶりつ

くされる。ヤクザ屋さんの先売特許じゃない

のね。でも、あたしだって強く出るよ。 

「週に１回だけね。それと、うらビデオのお

仕事が入ったときは、そっちを有先する。そ

れで、良いわね」 

「お、おう……分かった」 
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 うん。主導ケンを取り返しかけてる。 

「当たり前だけど、絶対のヒミツだよ。友達

をさそうのもダメだよ」 

「う……ん」 

「あのう。ちょろっと話をしてるやつがいる

んだ。今日は来なかったけど……」 

 秀夫くんは図々しいな。でも、あたしのビ

デオを見つけた人だから……あ、そうだ。 

「それじゃ、今は７人だから、あと４人だけ

は増えて良いよ。そしたら『１１人いる？』

になるから」 

「へ……？ うん、分かった」 

 とっさのネタは通じなかったみたい。 

「だれを増やすかは、７人で相談して決めて

ね」 

 めでたし、めでたし。 

 １１人が相手でもガキチンチンが相手じゃ

苦にならない。快感も少ないけど。 

 あれ……？ オトナのチンチンにつっこま

れるのが快感だって、いつから思うようにな

ったんだろ。まあ、それもクリトリスを可愛

がってもらってのことだけど。 

 オトナにいじめられるよりも、ガキに君リ

ンする方が面白い。あまり楽しくはないけど。 
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 あれ、あれれ……？ 面白いのと楽しいの

と、どうちがうんだっけ。ええと、オトナに

可愛がられたり（Ｈな意味で）いじめられた

りするのは、面白くないし楽しくもない。で

も、快感がある。 

 ややこしいから、考えるのはやめておく。 

 あと２本に出演したら、借金はチャラにな

ってママの家を守れるけど、同級生たちとの

Ｈな遊びは卒業まで続くんだろうな。 
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